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令和令和７７年度年度

町政執行方針町政執行方針

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
設
備
投

資
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や
、
起

業
・
創
業
・
事
業
承
継
に
伴
う
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
誘
致
事
業

に
つ
い
て
は
、
八
雲
町
と
民
間
企

業
が
出
資
す
る
新
会
社
に
よ
り
蒸

留
所
の
建
設
お
よ
び
事
業
の
展
開

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、

現
在
、
太
陽
光
発
電
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
が
稼
働
し
て
お
り
ま
す
が
、

令
和
７
年
度
は
、
熊
石
平
田
内
川

に
お
け
る
小
水
力
発
電
施
設
が
稼

働
す
る
予
定
で
、
民
間
活
力
と
の

連
携
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
と
産
業
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
桧
山
沖

洋
上
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、

法
定
協
議
会
で
本
格
的
な
議
論
が

始
ま
っ
て
お
り
、
関
係
自
治
体
等

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。「

北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮

称
）
駅
周
辺
整
備
」
に
つ
い
て
は
、

開
業
時
期
が
延
期
の
見
込
み
と
な

り
ま
し
た
が
、
駅
周
辺
整
備
計
画

を
は
じ
め
、
二
次
交
通
、
観
光
施

策
、
関
連
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。

「
新
役
場
庁
舎
等
整
備
事
業
」

は
、
庇
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
設

計
変
更
を
行
い
、
令
和
７
年
度
中

令
和
７
年
第
１
回
町
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
町
政

執
行
に
対
す
る
基
本
姿
勢
お
よ
び

考
え
方
、
な
ら
び
に
令
和
７
年
度

予
算
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
17
年
10
月
、
旧
八
雲
町
と

旧
熊
石
町
が
合
併
し
、
日
本
で
唯

一
、
二
つ
の
海
を
も
つ
町
と
し
て

「
新
八
雲
町
」
が
誕
生
し
て
か
ら

20
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
両

地
域
の
融
和
融
合
と
発
展
に
向
け

て
、
町
民
皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
分
野
に
お
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
私
の
町
政
３
期
目
の

任
期
も
、
早
い
も
の
で
あ
と
７
か

月
余
り
を
残
す
と
こ
ろ
と
な
り
ま

し
た
が
、
人
口
減
少
、
少
子
化
の

ス
ピ
ー
ド
を
少
し
で
も
緩
め
る
た

め
に
は
、
主
に
産
業
の
活
性
化
と

働
く
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

農
業
に
お
い
て
は
、
経
営
の
安

定
化
お
よ
び
担
い
手
の
確
保
・
育

成
に
向
け
た
施
策
を
生
産
者
、
関

係
団
体
等
と
連
携
し
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
醸
造
用
ぶ
ど

う
な
ど
の
新
規
農
作
物
の
導
入
・

拡
大
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
、
付
加

価
値
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
に
つ
い
て
は
、
温
暖
化
の

影
響
も
あ
り
、
秋
サ
ケ
の
不
漁
を

は
じ
め
、
ホ
タ
テ
養
殖
で
は
、
貝

毒
の
発
生
、
稚
貝
の
へ
い
死
・
生

育
不
良
や
採
苗
不
振
が
深
刻
な
状

況
に
あ
る
た
め
、
各
漁
協
お
よ
び

水
産
加
工
業
者
等
と
連
携
し
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
北

海
道
二
海
サ
ー
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
八
雲
町
の
産
業
振
興
は

も
と
よ
り
、
日
本
海
沿
岸
地
域
、

道
南
全
域
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業

を
牽
引
す
る
役
割
を
担
い
、
生
産

体
制
の
強
化
お
よ
び
種
苗
の
生
産

拡
大
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
物
価
高

騰
対
応
と
町
内
経
済
の
循
環
を
目

的
に
、「
物
価
高
騰
対
応
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
の
発
行
に
対
し
て

支
援
を
行
い
、
消
費
喚
起
を
促
進

の
建
設
工
事
着
工
、
令
和
９
年
度

中
の
供
用
開
始
に
向
け
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
自
然

災
害
を
背
景
に
、
町
民
の
防
災
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

令
和
６
年
度
に
危
機
対
策
課
を
新

設
し
、
防
災
専
門
官
を
配
置
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
災
害
に
強
い
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
町
内
経
済

へ
の
波
及
効
果
や
貴
重
な
財
源
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

国
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

八
雲
総
合
病
院
は
、
北
渡
島
檜

山
医
療
圏
の
人
口
減
少
が
進
む
中
、

町
民
お
よ
び
圏
域
の
住
民
の
健
康

を
守
る
基
幹
病
院
と
し
て
、
医
師

確
保
を
は
じ
め
、
効
率
的
な
病
院

経
営
と
経
営
健
全
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

熊
石
国
民
健
康
保
険
病
院
は
、

地
域
の
か
か
り
つ
け
病
院
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
医
療
環

境
の
改
善
・
充
実
を
図
る
た
め
、

令
和
７
年
８
月
の
開
院
を
目
指
し

建
替
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
八
雲
総
合
病
院
と
熊
石

国
民
健
康
保
険
病
院
の
連
携
を
深

め
、
地
域
医
療
提
供
体
制
の
強
化

お
よ
び
財
政
負
担
の
軽
減
に
取
り

３
月
６
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
１
回

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、岩
村
町
長

が
令
和
７
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
予

算
編
成
概
要
を
述
べ
ま
し
た
の
で
、お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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海
道
ヒ
グ
マ
管
理
計
画
」
や
「
八

雲
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
に
基

づ
き
、
猟
友
会
や
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
等
の
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
効
果
的
か
つ
安
全

性
を
重
視
し
た
対
策
を
行
い
、
有

害
鳥
獣
の
個
体
数
調
整
や
人
身
被

害
の
防
止
、
農
林
業
被
害
の
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
電
気
柵
の
設

置
な
ど
農
作
物
被
害
防
止
策
へ
の

支
援
や
ハ
ン
タ
ー
後
継
者
の
育
成

に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
市
街
地
お
よ
び集

落
の
環
境
整
備

安
全
で
快
適
な
都
市
生
活
と
機

能
的
な
都
市
活
動
の
基
礎
と
な
る

街
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
道
で

あ
る
３
・
４
・
２
出
雲
通
、
３
・

４
・
７
本
町
大
通
の
整
備
事
業
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
早
期
完
成
に

向
け
た
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
街
路
整
備
工
事
に
伴

い
支
障
と
な
る
既
存
の
雨
水
排
水

施
設
、
水
道
・
下
水
道
施
設
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
移
設
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
保

安
上
や
衛
生
上
に
お
い
て
支
障
を

き
た
す
管
理
不
全
な
特
定
空
家
の

除
却
・
解
体
の
支
援
や
、
空
家
の

改
修
に
よ
る
利
活
用
促
進
に
向
け

た
再
生
支
援
を
継
続
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
管
理

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

社
会
・
経
済
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
地

域
住
民
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
八
雲
町
の
実

現
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
住
民
・
議
会
・

行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
議
論
を

重
ね
、
解
決
に
導
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
町
民

皆
さ
ま
お
よ
び
議
員
各
位
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

以
下
、
第
２
期
八
雲
町
総
合
計

画
の
基
本
目
標
ご
と
に
考
え
方
と

具
体
的
な
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．�

八
雲
の
自
然
と
調
和

す
る
安
心
・
安
全
な

都
市
基
盤
整
備

⑴
土
地
利
用
の
推
進

八
雲
町
で
も
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
中

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方

針
と
な
る
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
立
地
適
正
化

計
画
」
な
ど
の
計
画
に
基
づ
い
た
、

持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
縮

減
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。令

和
７
年
度
に
は
、
策
定
か
ら

６
年
が
経
過
す
る
「
立
地
適
正
化

計
画
」
の
見
直
し
を
実
施
し
、
こ

れ
ま
で
の
効
果
検
証
を
行
う
と
と

も
に
、
適
正
な
居
住
区
域
へ
の
誘

導
や
都
市
機
能
の
集
約
、
公
共
空

地
の
有
効
利
用
な
ど
、
関
連
す
る

計
画
と
連
携
し
な
が
ら
効
率
的
・

効
果
的
な
土
地
利
用
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

新
役
場
庁
舎
等
の
整
備
に
向
け

て
、
令
和
５
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
実
施
設
計
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら

二
度
の
デ
ザ
イ
ン
見
直
し
を
行
う

な
ど
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

令
和
９
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、

令
和
７
年
度
中
に
建
設
工
事
に
着

手
し
、
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲

（
仮
称
）
駅
の
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
に
策
定
し
た

「
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮

称
）
駅
周
辺
整
備
計
画
」
を
も
と

に
、
今
後
も
具
体
化
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
自
然
環
境
の
保
全

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

く
た
め
、
引
き
続
き
、
地
球
温
暖

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。ヒ

グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、「
北

不
全
な
空
家
の
防
止
・
解
消
に
向

け
た
新
た
な
対
策
の
検
討
を
進
め
、

町
民
の
安
全
で
安
心
な
居
住
環
境

の
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
八
雲
分
屯
基
地
は
、

新
庁
舎
に
隣
接
し
て
お
り
、
大
規

模
災
害
時
等
に
お
い
て
重
要
な
活

動
拠
点
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
の
支
援
活
動
の
拠
点
機
能

の
整
備
充
実
と
合
わ
せ
、
各
種
訓

練
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
平
時

か
ら
の
連
携
強
化
に
向
け
て
、
関

係
団
体
と
と
も
に
要
請
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑷
道
路
網
の
整
備

急
カ
ー
ブ
や
急
こ
う
配
の
多
い

国
道
２
７
７
号
に
つ
い
て
は
、
事

故
や
災
害
等
で
通
行
止
め
に
な
る

こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
北
海
道

新
幹
線
新
八
雲
（
仮
称
）
駅
の
開

業
を
見
据
え
、
地
域
経
済
の
発
展

と
安
定
的
な
物
流
・
人
流
の
確
保

に
向
け
、
早
期
整
備
着
手
を
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
道
２
２
９
号
は
、
乙
部
町
で

の
岩
盤
崩
落
に
伴
う
別
線
ル
ー
ト

の
本
体
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

今
後
に
お
い
て
も
早
期
完
成
に
向

け
て
引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
道
に
つ
い
て
は
、
管
内
各
路

線
の
事
業
促
進
と
、
特
に
新
幹
線

開
業
に
向
け
て
は
、
新
八
雲
（
仮

称
）
駅
か
ら
道
道
八
雲
北
檜
山
線

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
八
雲

市
街
地
か
ら
新
駅
ま
で
の
路
線
整

備
の
早
期
完
成
に
向
け
て
、
関
係

機
関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
道
に
つ
い
て
は
、
劣
化
・
損

傷
し
て
い
る
道
路
の
計
画
的
な
改

良
整
備
を
進
め
て
お
り
、
令
和
７

年
度
か
ら
は
防
衛
省
の
補
助
事
業

を
活
用
し
た
道
路
整
備
も
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
に

つ
い
て
も
「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
」
に
基
づ
い
た
効
率
的
な
修

繕
を
実
施
し
、
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
縮
減
を
図
り
な
が
ら
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
道
路
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

関
係
機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
通

学
路
な
ど
の
安
全
対
策
を
行
い
、

安
全
で
安
心
な
道
路
交
通
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑸
交
通
体
系
の
整
備

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
買
い

物
や
通
院
な
ど
生
活
に
必
要
な
移

動
手
段
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
新
た
な
公
共

交
通
網
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を

行
い
、「
八
雲
町
地
域
公
共
交
通

計
画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
駅
開
業

後
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経
営
分
離

さ
れ
る
並
行
在
来
線
や
新
た
な
交

通
モ
ー
ド
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
北
海
道
お
よ
び
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最
終
処
分
場
浸
出
水
処
理
施
設

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
延
命
化
を

図
る
た
め
、
効
率
的
な
修
繕
計
画

に
よ
り
「
電
気
計
装
設
備
更
新
工

事
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑻
緑
化
・
環
境
美
化
の
推
進

町
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
各
公

園
や
緑
地
の
樹
木
の
適
切
な
維
持

管
理
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
て
実
施
さ

れ
て
い
る
八
雲
駅
前
花
壇
、
道
立

公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
の

花
畑
、
白
樺
並
木
に
よ
る
パ
ノ
ラ

マ
ロ
ー
ド
の
景
観
保
持
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑼
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

近
年
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

全
国
的
に
、
交
通
死
亡
事
故
死
者

数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が

年
々
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
交
通
死
亡
事
故
の
減
少

に
向
け
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
八
雲
警
察

署
や
交
通
安
全
団
体
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
交
通
安
全
教
育
や
交
通

安
全
運
動
な
ど
の
啓
発
活
動
を
継

続
し
、
町
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
児

童
・
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、

通
学
路
を
中
心
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
７

沿
線
自
治
体
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
に
お
い
て
検
討
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

⑹
上
・
下
水
道
の
整
備

水
道
事
業
は
、
安
全
で
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て

「
八
雲
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
配
水
管

お
よ
び
電
気
計
装
設
備
の
更
新
、

水
源
施
設
の
井
戸
浚
渫
、
本
町
大

通
無
電
柱
化
事
業
に
伴
う
移
設
を

進
め
る
ほ
か
、
北
海
道
新
幹
線
新

八
雲
（
仮
称
）
駅
開
業
に
向
け
た

春
日
地
区
水
道
施
設
設
置
事
業
に

着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

熊
石
地
域
簡
易
水
道
事
業
は
、

取
水
施
設
の
整
備
等
の
改
良
工
事

を
実
施
し
、
施
設
の
適
正
管
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
第
２
期
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
」
を
策
定
し
、
管
渠
布
設

工
事
お
よ
び
下
水
処
理
場
改
築

更
新
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、

「
下
水
処
理
場
耐
震
診
断
調
査
業

務
」
な
ど
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。農

業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
最
適
整
備
構
想
に
基
づ
き
下

水
処
理
場
改
築
更
新
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
整
備
区
域
外
に
つ
い
て

は
、
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生
活

環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
合
併

処
理
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
化
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
各
事
業
に
お
い
て
、

「
経
営
戦
略
」
に
基
づ
い
た
計
画

的
な
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

真
萩
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
も
、

令
和
７
年
度
に
「
第
２
期
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
を
策
定

し
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
適
切
な

修
繕
・
更
新
を
実
施
し
、
地
域
住

民
が
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
確

保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑺
ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備

ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
、
適
正
な
処
理
に
取
り
組
み
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
の
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
分
別
収
集
の
課
題
を

整
理
し
、
収
集
体
制
の
効
率
的
な

実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

八
雲
地
域
に
お
い
て
は
、
可
燃

ご
み
の
処
理
の
方
向
性
を
検
討
す

る
た
め
、「
ご
み
処
理
方
針
検
討

基
礎
調
査
業
務
」
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に

よ
る
回
収
活
動
の
参
加
者
が
年
々

増
え
て
お
り
、
さ
ら
に
環
境
配
慮

へ
の
行
動
が
深
ま
る
よ
う
継
続
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
防
犯

カ
メ
ラ
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
強
化

の
た
め
、
防
犯
協
会
や
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
の
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
、
街
頭
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
手
口
が
複
雑
・
巧
妙

化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、
消
費
者
被
害
の
予

防
と
注
意
喚
起
等
を
行
う
と
と
も

に
、
消
費
生
活
相
談
体
制
を
維
持

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑽
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
消
防

力
の
強
化
に
引
き
続
き
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
災
害
に
即
応
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
緊
急
消

防
援
助
隊
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
訓
練
」
に
参
加
し
、
訓
練
を

通
じ
て
の
役
割
分
担
や
連
携
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
指
揮
支
援
隊

育
成
の
た
め
広
域
応
援
教
育
を
充

実
さ
せ
、
応
援
・
指
揮
体
制
の
確

立
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

救
急
・
救
助
体
制
の
充
実
・
強

化
に
つ
い
て
は
、
資
器
材
の
計
画

的
な
更
新
を
行
う
ほ
か
、
救
急
救

命
士
の
生
涯
教
育
お
よ
び
各
種
研

修
を
実
施
し
、
救
命
率
の
向
上
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
団
の
新
規
団
員
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
団
員
が
各
種
災
害
に
即
応
で

き
る
よ
う
安
全
装
備
品
の
更
新
や

老
朽
化
し
た
消
防
水
利
を
計
画
的

に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

団
員
の
健
康
管
理
の
た
め
、
短
期

人
間
ド
ッ
ク
の
継
続
実
施
な
ど
、

福
利
厚
生
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

火
災
予
防
等
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
年
間
を
通
し
防
火
講
習
や
避

難
訓
練
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世

帯
へ
の
防
火
訪
問
を
実
施
し
、
よ

り
一
層
の
火
災
予
防
に
努
め
る
と

と
も
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
、
普
及
率
の
さ
ら
な
る
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑾
防
災
体
制
の
強
化

地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に

強
い
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
町
民
の
自

助
・
共
助
の
意
識
を
育
て
る
「
人

づ
く
り
」、
地
域
の
多
様
な
団
体

同
士
が
連
携
し
、
顔
の
見
え
る

「
関
係
づ
く
り
」、
役
場
全
体
の

防
災
・
危
機
管
理
能
力
を
高
め
る

「
体
制
づ
く
り
」
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

町
内
会
等
へ
の
出
前
説
明
会
や

研
修
会
等
を
通
じ
て
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
等
の
育
成
と
組
織
化
を
進
め
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組
み
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
の
農

業
者
と
も
連
携
し
て
農
業
研
修
生

や
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
を

行
い
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

良
質
な
飼
料
を
確
保
し
、
経
営
発

展
を
図
る
た
め
の
道
営
草
地
畜
産

基
盤
整
備
事
業
や
、
農
道
の
機
能

保
全
や
交
通
安
全
対
策
を
講
じ
る

た
め
の
農
道
整
備
事
業
、
耕
作
条

件
の
改
善
や
防
災
力
向
上
を
図
る

た
め
の
排
水
路
整
備
事
業
な
ど
を

行
い
、
農
業
生
産
基
盤
と
生
活
環

境
の
整
備
を
総
合
的
に
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
取
り
組
み
を

開
始
し
た
醸
造
用
ぶ
ど
う
栽
培
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
醸

造
用
ぶ
ど
う
栽
培
推
進
員
と
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
を
採
用

し
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
栽
培
圃
場

を
拡
大
し
な
が
ら
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

建
設
に
向
け
た
調
査
研
究
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
は
も
と
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
吸
収
に
よ
る
地
球
温
暖
化

防
止
や
治
山
・
治
水
機
能
等
、
森

林
の
有
す
る
多
面
的
・
公
益
的
な

機
能
が
持
続
的
に
十
分
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
民
有
林
や
町
有
林
の
適

正
か
つ
計
画
的
な
整
備
・
管
理
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
町
有
林
に

る
と
と
も
に
、
家
族
で
楽
し
み
な

が
ら
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
防
災
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
平
時
か
ら

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
に
対

す
る
町
民
意
識
の
醸
成
や
関
係
機

関
の
相
互
連
携
の
強
化
を
図
り
ま

す
。令

和
７
年
度
は
、
新
た
に
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
災
害
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
災

害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
多

重
化
お
よ
び
機
能
性
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
を
教
訓

に
、
厳
冬
期
対
策
、
感
染
症
対
策
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
や
ト
イ
レ

対
策
等
の
避
難
所
の
生
活
環
境
の

改
善
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
災
害

時
備
蓄
計
画
を
見
直
し
な
が
ら
、

今
後
も
資
器
材
等
の
行
政
備
蓄
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

河
川
お
よ
び
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
劣

化
・
損
傷
な
ど
は
計
画
的
に
修
繕

を
実
施
し
て
適
切
な
維
持
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
昨
今
の
局
地
的

豪
雨
に
よ
る
滞
水
被
害
対
策
と
し

て
、
雨
水
ポ
ン
プ
な
ど
を
維
持
整

備
し
て
排
水
機
能
を
保
持
し
、
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．�

八
雲
の
豊
か
な
資
源

を
活
用
し
た
産
業
振

興

⑴
農
林
業
の
振
興

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農

家
戸
数
の
減
少
や
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
加
え
、
不
安
定
な
国
際

情
勢
や
長
引
く
円
安
を
背
景
と
し

た
肥
料
・
飼
料
等
の
生
産
資
材
価

格
の
高
騰
や
、
近
年
の
猛
暑
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
先
行
き
が
不
透

明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
農

業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

「
酪
農
経
営
安
定
緊
急
対
策
事

業
」
や
「
水
稲
も
ち
米
価
格
安
定

緊
急
対
策
事
業
」
な
ど
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持
続
的
発

展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
生
産
者
、

関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
連
携
の

も
と
、
国
や
北
海
道
の
補
助
制
度

も
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

経
営
体
ご
と
の
生
産
拡
大
と
所
得

の
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
対
策
は
、「
株
式
会
社 

青

年
舎 

大
関
牧
場
」
を
核
と
し
て
、

長
期
・
短
期
研
修
生
を
受
け
入
れ

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
で
組
織

す
る
「
八
雲
町
農
業
担
い
手
育
成

セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
取
り

お
い
て
適
切
な
森
林
管
理
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
を
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」
と
し
て
国
が
認
証
す
る

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
有
効
活
用

を
図
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
貢
献
す
る
森
林
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
八
雲
町
林
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
森
林
環
境

譲
与
税
活
用
に
よ
る
未
整
備
森
林

対
策
、
公
共
建
築
物
等
へ
の
地
域

材
利
用
の
拡
大
、
森
林
・
林
業
へ

の
理
解
を
深
め
る
木
育
活
動
、
林

業
経
営
管
理
の
効
率
化
や
安
全
性

向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
道

立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
と
連

携
し
た
担
い
手
対
策
や
生
産
基
盤

と
し
て
の
路
網
整
備
等
を
行
い
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
り
組
み

を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

⑵
水
産
業
の
振
興

八
雲
町
の
主
力
で
あ
る
ホ
タ
テ

養
殖
漁
業
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

海
洋
放
出
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
価
格
低
下
や
中

国
の
日
本
産
海
産
物
輸
入
禁
止
措

置
に
よ
る
大
量
在
庫
の
発
生
な
ど
、

一
時
は
大
変
深
刻
な
状
況
で
あ
り

ま
し
た
が
、
在
庫
解
消
に
向
け
た

対
応
や
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
へ
の
輸
出
拡
大
の
ほ
か
、
東

電
に
よ
る
損
害
賠
償
の
対
応
も
円

滑
に
行
わ
れ
、
最
近
で
は
中
国
の

輸
入
禁
止
措
置
も
解
決
の
兆
し
が

み
ら
れ
る
な
ど
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の

生
産
流
通
は
安
定
し
た
状
況
で
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
、

海
水
温
の
上
昇
が
一
定
期
間
継
続

す
る
海
洋
熱
波
の
発
生
な
ど
、
海

の
温
暖
化
は
海
洋
生
態
系
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
稚
貝

の
へ
い
死
や
生
育
不
良
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
全
道
的
な
採
苗
不
振
に
見
舞
わ

れ
、
今
後
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
産
量

も
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
影
響
は
極
め
て
深
刻

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
雲
地
域
の

み
な
ら
ず
、
噴
火
湾
全
域
で
の
喫

緊
の
課
題
と
し
て
、
関
係
自
治
体

を
は
じ
め
各
漁
業
協
同
組
合
と
連

携
し
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
安
定
生
産

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
温
暖
化
の
影
響
は
秋

サ
ケ
の
来
遊
に
も
影
響
し
て
お
り
、

昨
年
の
全
道
の
来
遊
数
は
前
年
比

22
％
減
、
過
去
３
番
目
の
低
水
準

と
な
り
、
根
室
地
域
以
外
の
す
べ

て
の
地
域
で
前
年
に
比
べ
水
揚
げ

が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

八
雲
町
全
体
の
秋
サ
ケ
の
水
揚

量
は
、
前
年
比
35
％
減
の
29
ト
ン

と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
、
こ
の
傾

向
は
２
０
２
７
年
頃
ま
で
続
く
と

の
分
析
も
あ
る
中
で
、
秋
サ
ケ
定

置
網
漁
業
に
つ
い
て
も
大
き
な
危

機
感
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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者
経
営
安
定
支
援
と
し
て
利
子
の

補
給
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
商

工
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
設

備
更
新
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や

起
業
・
創
業
・
事
業
承
継
に
伴
う

設
備
導
入
に
対
し
て
引
き
続
き
支

援
を
行
い
、
町
内
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
進
め
て
き

た
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
誘
致
事
業

に
つ
い
て
は
、
八
雲
町
と
民
間
企

業
が
共
同
出
資
す
る
新
会
社
の
設

立
準
備
が
整
っ
た
た
め
、
今
後
は

蒸
留
所
の
建
設
・
稼
働
に
向
け
て

事
業
を
展
開
し
、
八
雲
の
地
域
性

を
表
現
し
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
雇
用
の
創
出
の
ほ
か
、

北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
を
見
据

え
た
観
光
資
源
と
し
て
地
域
活
性

化
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
的
に
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）

化
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
電
子
マ
ネ
ー
や
電
子
ポ
イ
ン

ト
で
買
い
物
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
時
代
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
事
業
者

の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
関
係
団
体
と

検
討
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷
観
光
の
振
興

北
海
道
新
幹
線
新
八
雲
（
仮

称
）
駅
開
業
を
見
据
え
、
観
光
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
噴
火
湾
パ
ノ

関
係
自
治
体
や
漁
協
、
さ
け
ま
す

増
殖
事
業
協
会
と
も
連
携
し
、
回

帰
率
向
上
に
向
け
た
対
策
等
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
漁
船
漁
業
に
お
い
て
は
、

噴
火
湾
で
は
エ
ビ
や
カ
レ
イ
が
回

復
し
て
き
て
お
り
、
熊
石
地
域
で

は
８
年
ぶ
り
に
ヤ
リ
イ
カ
の
漁
場

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
イ
カ
が

大
き
く
伸
び
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
、
安

定
生
産
に
向
け
た
資
源
管
理
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
北
海
道
二
海
サ
ー
モ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
熊
石
地
域
の

海
面
養
殖
部
門
に
お
い
て
５
年
間

の
実
証
試
験
を
経
て
、
昨
年
５
月

に
法
人
を
設
立
、
自
主
運
営
に
よ

る
事
業
化
が
進
め
ら
れ
る
ま
で
成

長
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
内
初
と
な
る
サ
ー
モ
ン
養

殖
の
取
り
組
み
は
、「
熊
石
モ
デ

ル
」
と
し
て
ひ
や
ま
漁
協
管
内
の

各
地
域
に
も
波
及
し
て
お
り
、
新

た
な
水
産
資
源
と
し
て
日
本
海
沿

岸
漁
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
サ
ー
モ

ン
種
苗
生
産
事
業
に
つ
い
て
も
、

檜
山
沿
岸
の
各
町
や
道
南
の
サ
ー

モ
ン
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
各

地
域
で
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
種
苗
の
生
産
規
模
拡
大

と
持
続
可
能
な
生
産
体
制
の
確
立

に
向
け
、
計
画
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
担
い
手
や
漁
業
就

労
対
策
、
漁
港
漁
場
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
漁
業
協
同
組
合
と
就

労
環
境
の
改
善
な
ど
緊
密
に
連
携

す
る
と
と
も
に
、
漁
港
内
で
の
増

養
殖
事
業
の
推
進
や
漁
船
の
大
型

化
へ
の
対
応
な
ど
、
漁
港
の
機
能

強
化
と
効
率
化
に
向
け
、
引
き
続

き
国
お
よ
び
北
海
道
に
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑶
商
工
業
の
振
興

近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品

な
ど
、
生
活
必
需
品
の
価
格
が
上

昇
し
て
お
り
、
消
費
者
負
担
の
増

か
ら
消
費
行
動
が
抑
制
さ
れ
る
こ

と
で
町
内
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
６
年
度
は
、

商
工
会
が
実
施
し
た
「
物
価
高
騰

対
応
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
」
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
町

内
に
お
け
る
消
費
喚
起
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度

に
お
い
て
も
物
価
上
昇
の
影
響
が

続
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
商
品
券
発
行
事
業
に
支

援
を
行
い
、
消
費
喚
起
と
地
域
経

済
の
循
環
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
事
業
者
が
地
域
経
済
に
果

た
す
役
割
は
大
き
く
、
地
域
経
済

を
け
ん
引
す
る
重
要
な
存
在
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
商
工

業
を
推
進
す
る
た
め
、
町
内
事
業

ラ
マ
パ
ー
ク
お
よ
び
情
報
交
流
物

産
館
丘
の
駅
へ
の
交
流
人
口
の
さ

ら
な
る
増
加
と
町
内
経
済
へ
の
効

果
波
及
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
様
化
し
て
い
る
観
光
ニ
ー
ズ
を

捉
え
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
の
造
成
を
各
事
業
者
へ

促
し
、
観
光
物
産
振
興
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

熊
石
地
域
の
平
地
区
に
は
、

キ
ャ
ン
プ
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

温
泉
施
設
、
川
遊
び
な
ど
豊
か
な

自
然
環
境
を
満
喫
で
き
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
エ
リ
ア
内
に
国
保

病
院
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

迅
速
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
環
境
が
整
う
こ
と
で
、
観
光

客
が
安
心
し
て
滞
在
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
健
康
志
向
の
高
い

観
光
客
層
に
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
度
が
重
要
視
さ
れ
る
た
め
、

地
域
全
体
で
医
療
と
観
光
の
相
互

発
展
を
図
り
、
観
光
エ
リ
ア
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

⑸
雇
用
の
創
出
と雇

用
環
境
の
向
上

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴

い
、
産
業
の
担
い
手
不
足
や
町
外

へ
の
労
働
力
の
流
出
が
依
然
と
し

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

奨
励
金
事
業
」
を
継
続
し
、
担
い

手
確
保
と
労
働
人
口
減
少
の
抑
制

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
雇
用
の

創
出
に
資
す
る
施
策
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑹
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
産
業
の
振
興

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま

れ
た
八
雲
町
は
、
酪
農
地
帯
に
お

い
て
は
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
発
電
施

設
が
点
在
し
、
花
浦
地
区
の
国
道

５
号
線
沿
い
に
は
、
広
大
な
土
地

を
利
用
し
た
蓄
電
池
併
用
型
と
し

て
は
国
内
最
大
規
模
の
太
陽
光
発

電
所
が
稼
働
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
熊
石
地
域
に
お
い
て
は
、

令
和
７
年
10
月
に
平
田
内
川
で
小

水
力
発
電
施
設
が
稼
働
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
企
業
等
と
の
連
携
な
ど
に

よ
っ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

檜
山
沿
岸
の
洋
上
風
力
発
電
事

業
に
つ
い
て
は
、
法
定
協
議
会
に

お
い
て
関
係
自
治
体
等
と
連
携
し

早
期
か
つ
確
実
な
実
現
に
努
め
る

と
と
も
に
、
漁
業
関
係
者
や
地
域

と
の
信
頼
関
係
の
構
築
と
発
電
事

業
の
安
全
性
の
確
保
等
に
つ
い
て

提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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担
っ
て
い
く
た
め
、
病
院
経
営
の

健
全
化
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

⑶
地
域
福
祉
の
促
進

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
住
民
が
互
い
に
思
い
や
り
を

も
っ
て
支
え
あ
う
活
動
が
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
各
町
内
会

や
民
生
委
員
協
議
会
等
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
動

等
を
通
し
て
人
々
の
結
び
つ
き
を

深
め
る
た
め
の
声
掛
け
や
見
守
り

が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
各
種
活
動
や
相
談
、
人
材
確
保

へ
の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
生
活
者
の
う
ち
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
３
万
円

を
給
付
し
、
あ
わ
せ
て
世
帯
員
で

あ
る
18
歳
未
満
の
児
童
一
人
当
た

り
に
２
万
円
を
追
加
給
付
す
る
生

活
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷
高
齢
者
福
祉
の
推
進

八
雲
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
減

少
に
転
じ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢

化
率
は
36
％
を
超
え
、
後
期
高
齢

者
人
口
も
３
，
０
０
０
人
に
迫
り
、

総
人
口
に
占
め
る
比
率
も
20
％
を

超
え
る
な
ど
、
今
後
も
高
齢
化
の

３
．�
誰
も
が
い
き
い
き
暮

ら
せ
る
健
康
・
医
療
・

福
祉
の
推
進

⑴
健
康
づ
く
り
の
促
進

令
和
７
年
度
は
、「
み
ん
な
で

支
え
合
い
、
守
ろ
う
笑
顔
と
健

康
！
」
を
基
本
理
念
と
し
た
、
第

２
期
八
雲
町
健
康
増
進
計
画
に
基

づ
き
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感
し
、

心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
目
的
に
特
定
健
診
や

各
種
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
行

う
と
と
も
に
、
複
数
の
健
診
が
同

時
に
受
診
で
き
る
体
制
づ
く
り
に

努
め
、
受
診
率
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
、

糖
尿
病
の
発
症
と
重
症
化
予
防
へ

力
を
注
ぎ
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
生
活
習

慣
病
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
、
健
康
イ
ベ
ン
ト

や
健
康
づ
く
り
教
室
等
、
各
種
保

健
事
業
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
身
体
的
、

精
神
的
活
動
性
を
維
持
し
、
い
つ

ま
で
も
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
通
い

の
場
等
に
お
け
る
フ
レ
イ
ル
予
防

教
室
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

⑵
医
療
体
制
の
充
実

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
常
勤
医

師
の
確
保
に
苦
慮
し
て
お
り
、
特

に
内
科
常
勤
医
師
の
不
足
か
ら
非

常
に
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
医
師
確
保

を
最
優
先
課
題
と
し
て
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

医
療
圏
域
に
お
け
る
人
口
減
少

の
加
速
や
少
子
高
齢
化
、
診
療
報

酬
改
定
等
、
地
域
医
療
を
取
り
巻

く
環
境
が
刻
々
と
変
化
す
る
中
、

そ
の
医
療
環
境
に
対
応
し
な
が
ら

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
果
た
す

べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、
経
営
改

善
の
取
り
組
み
を
進
め
持
続
可
能

な
経
営
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

熊
石
国
保
病
院
は
、
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
か
か
り
つ
け
病
院
と

し
て
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
良
質
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新
病
院
の
開
院
は
令
和
７
年
８

月
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地
域
住
民

が
望
む
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提

供
し
、
医
療
圏
域
で
の
役
割
を

進
展
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
策
定
し
た
「
八

雲
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
健
や

か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
社

会
を
目
指
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
利

用
者
の
み
な
ら
ず
家
族
介
護
者
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
と
の
視
点
に

立
ち
、
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
認
知
症
ケ
ア
体
制
の
強

化
を
図
る
た
め
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
が
「
い
つ
」、「
ど
こ

で
」、「
ど
の
よ
う
な
」
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
か
、

認
知
症
の
進
行
度
合
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ
を
ま
と
め

た
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
の
周
知

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑸
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
強
化

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
第
３
期

目
と
な
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

本
計
画
に
基
づ
き
各
種
子
育
て
支

援
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
就
学
児
童
に
つ
い
て
は
、
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
園
・

保
護
者
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
必
要
な

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
童
保
育
所
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
現
状
の
受
け
入
れ
体

制
を
継
続
す
る
よ
う
努
め
、
共
働

き
世
帯
な
ど
子
育
て
世
帯
が
働
き

や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま

す
。子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

未
就
学
児
童
の
一
時
預
か
り
事
業

な
ど
の
各
事
業
を
実
施
し
、
ま
た

児
童
虐
待
防
止
、
不
登
校
や
ひ
き

こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も
・
若
者
支

援
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
発
達

の
遅
れ
や
障
が
い
の
あ
る
児
童
と

そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
、
児

童
相
談
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
発
達
相
談
や

療
育
事
業
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、

発
達
障
が
い
の
特
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
種
子
育
て
に
対
す
る
支
援
の

取
り
組
み
を
進
め
、
保
護
者
が
必

要
と
す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
、
子

育
て
が
し
や
す
い
町
と
な
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
少
子
化
の
進

展
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ

た
新
た
な
支
援
策
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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げ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
住
民
参
画
の
推
進

八
雲
町
自
治
基
本
条
例
の
も
と
、

町
民
・
議
会
・
行
政
が
互
い
に
情

報
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
町
民
が
個
性

や
能
力
を
発
揮
で
き
る
多
様
性
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
令

和
７
年
度
か
ら
10
年
間
を
見
通
し

た
「
八
雲
町
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
プ

ラ
ン
（
第
３
次
八
雲
町
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
）」
の
具
現
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑶
情
報
・
広
報
体
制
の
充
実

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
町
民

の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
配
信
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
防
災
情
報
伝
達

機
能
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
よ
り

多
く
の
町
民
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
的
確
な
情
報
発
信
と
情
報

共
有
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。熊

石
地
域
で
は
、
高
齢
者
等
の

デ
ジ
タ
ル
活
用
の
不
安
解
消
に
向

け
て
、
Ｉ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
知
識

や
技
術
習
得
の
講
座
等
を
開
設
し
、

⑹
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

八
雲
町
で
は
、
障
害
者
計
画
の

基
本
理
念
と
し
て
「
差
別
や
偏
見

が
な
く
だ
れ
も
が
平
等
に
共
に
生

き
る
ま
ち
」「
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま

ち
」「
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立

し
成
長
で
き
る
ま
ち
」
の
３
つ
を

掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
障
が
い
の

あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
相
談
支
援
を
中
心
に
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支

援
事
業
等
の
利
用
促
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
虐
待
の
防
止
・
早
期
発

見
や
、
差
別
や
偏
見
が
な
い
よ
う

に
理
解
促
進
に
努
め
、
本
人
の
意

思
決
定
に
配
慮
で
き
る
よ
う
権
利

擁
護
の
推
進
を
図
り
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
地
域
で
互

い
に
支
え
合
い
な
が
ら
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
．�

ふ
る
さ
と
を
築
く
教

育
の
充
実
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
予

測
困
難
な
時
代
の
中
で
、一
人
ひ

と
り
が
自
他
を
認
め
合
い
、自
立

し
て
生
き
て
い
く
力
を
養
う
と
と

も
に
、郷
土
八
雲
に
誇
り
を
持
っ

て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を
育

む
た
め
、「
八
雲
町
教
育
目
標
」を

共
通
理
念
と
し
、「
第
２
期
八
雲

町
総
合
計
画
」に
基
づ
き
、教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
学
校
教
育
お

よ
び
社
会
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

５
．�
八
雲
の
自
立
を
実
現

す
る
協
働
と
行
財
政

運
営

⑴
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と

交
流
の
促
進

地
域
の
中
心
的
役
割
を
担
う
町

内
会
組
織
の
活
動
は
重
要
で
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
な
る
地
域
会
館
に
つ
い
て

は
、
利
用
需
要
等
を
踏
ま
え
た
施

設
整
備
や
統
廃
合
に
よ
る
適
正
配

置
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
移
住
・
定
住
の
促
進

と
地
域
活
性
化
に
効
果
の
あ
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
学

術
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
相
互
の
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
な
が
ら
、
産
業
の
活
性
化
を

は
じ
め
、
地
域
課
題
の
解
決
に
繋

引
き
続
き
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

⑷
行
財
政
の
強
化

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
か
ら

多
く
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、
町
内

経
済
へ
の
波
及
効
果
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
返
礼
品
の
充

実
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
さ
ら
に

町
外
法
人
に
対
し
て
は
、
八
雲
町

の
地
方
創
生
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
業
務
全

般
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
し
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
す
ほ

か
、
郵
便
局
へ
の
行
政
事
務
包
括

委
託
を
拡
充
し
、
地
域
住
民
の
利

便
性
向
上
を
目
的
と
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

人
材
確
保
に
向
け
た
方
策
を
検
討

し
取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
一

人
ひ
と
り
が
効
率
的
・
効
果
的
な

業
務
運
営
の
た
め
の
創
意
工
夫
や

改
善
を
行
い
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
研
修
の
充

実
を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
職

員
が
健
康
で
い
き
い
き
と
働
け
る

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

⑸
広
域
行
政
の
推
進

道
南
一
帯
の
市
町
が
連
携
し
た

南
北
海
道
定
住
自
立
圏
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
い
か
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
航
や
救
急
救
命
士
病
院
実

習
の
実
施
な
ど
、
圏
域
に
必
要
な

機
能
、
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
北
渡
島
檜
山
４
町
地
域

連
携
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
連
携
体
制
を
継
続
し
、
効
果
的

な
取
り
組
み
な
ど
を
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令和７年度の教育行政執令和７年度の教育行政執
行方針を、町ＨＰに掲載し行方針を、町ＨＰに掲載し
ていますので、ぜひご覧くていますので、ぜひご覧く
ださい。ださい。

令和令和７７年度年度
教育行政執行方針について教育行政執行方針について

町ＨＰ
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公共施設の
ゴールデンウィーク期間の
休業予定について
４月26日㈯から５月７日㈬のゴールデンウィーク期間中の
休業予定について、以下のとおりお知らせします。

ゴールデンウィークは長期間のお休みとなりますので、各種手続きはお休み前にお済ませくださ
い。また、出生・婚姻等の戸籍に関する届出は、役場および熊石総合支所の当直者が受け付けます。
なお、業務時間については、各問合せ先へご連絡ください。

※１　�「保健福祉課・子ども発達支援センター・八雲地域包括支援センター」・「教育委員会」の窓口
対応については、役場と同じ休業予定となります。

※２�　４月28日は、「噴火湾パノラマパーク」は、屋外施設のみ特別開園しています。

月日・曜日

施　設　名

４月 ５月
問い合わせ先

☎
26 27 28 29 30 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

土 日 月 火
（祝） 水 木 金 土

（祝）
日
（祝）

月
（祝）

火
（振） 水

役場 休 休 休 休 休 休 休 0137（62）2111

熊石総合支所 休 休 休 休 休 休 休 01398（2）3111

落部支所 休 休 休 休 休 休 休 0137（67）2231

八雲総合病院 休 休 休 休 休 休 休 0137（63）2185

熊石国保病院 休 休 休 休 休 休 休 01398（2）3555

おとしべ歯科クリニック 休 休 休 休 休 休 休 0137（67）2026

熊石歯科診療所 休 休 休 休 休 休 休 01398（2）3157

シルバープラザ� ※１ 0137（64）2111

子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休 0137（62）2573

総合体育館 休 休 0137（62）2141

温水プール 休 休 休 休 休 0137（63）3238

図書館 休 休 休 0137（62）2507

公民館� ※１

0137（63）3131郷土資料館　木彫り熊資料館 休

梅村庭園 休 休

噴火湾パノラマパーク� ※２ 休 休 0137（65）6030

町
で
は
、
町
の
魅
力
発
信
、
地

場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ら
び
に
販
路
拡

大
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
を
図

る
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
提
供
事
業
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
返
礼
品
提
供
事
業
者
の
要
件
】

⑴�

町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
商
品
で
、

か
つ
町
内
で
栽
培
、
生
産
、
製

造
、
加
工
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス

提
供
さ
れ
て
い
る
商
品
（
総
務

省
で
示
す
「
地
場
産
品
基
準
」

に
適
合
し
た
商
品
）
を
提
供
で

き
る
こ
と

⑵�

町
・
道
税
な
ど
に
滞
納
が
な
く
、

町
か
ら
の
指
名
停
止
措
置
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

⑶�

代
表
者
等
が
、「
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」に
規
定
す
る
暴
力

団
の
構
成
員
で
な
い
こ
と

※�

関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課
商
工
観
光
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
６

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

提
供
事
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
！
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の予算
一般会計155 2,300億 万円

町民１人当たり
円

一般会計歳入

一般会計歳出

1,069,519

自主財源合計
74億9,365万円
（48.4％）

依存財源合計
80億2,935万円
（51.6％）

歳入総額
155億

2,300万円
（100％）

分担金及び負担金
4,332万円（0.3％）

町税
20億1,165万円
（13.0％）

使用料及び手数料
2億5,831万円（1.7％）

財産収入
1億1,291万円（0.7％）

寄附金
14億3,000万円
（9.2％）

繰入金
31億4,415万円
（20.3％）

繰越金
1,000万円（0.1％）

諸収入
4億8,331万円（3.1％）

地方交付税
52億4,730万円
（33.8％）

国庫支出金
9億9,421万円
（6.4％）

道支出金
7億7,135万円
（5.0％）

町債
3億4,920万円
（2.2％）

その他収入
6億6,729万円
（4.2％）

歳出総額
155億

2,300万円
（100％）

議会費
8,106万円（0.5％）

総務費
8億5,214万円（5.5％）

民生費
26億6,550万円
（17.2％）

衛生費
27億532万円
（17.4％）

労働費
8,612万円（0.5％）

農林水産業費
6億9,259万円（4.5％）

商工費
25億7,381万円
（16.6％）土木費

9億7,823万円（6.3％）

消防費
1億4,570万円（0.9％）

教育費
6億2,310万円
（4.0％）

災害復旧費
28万円（0.0）

公債費
15億60万円
（9.7％）

諸支出金
1,851万円（0.1％）

職員費
25億9,404万円
（16.7％）

予備費
600万円（0.1％）

■一般会計
町の会計の中心になるのが、一
般会計です。行政運営の基本的な
経費のすべてを計上したもので、
町行政の目的を達成するために必
要な経費を経理する会計です。行
政サービスのほとんどが、一般会
計でまかなわれています。
■特別会計
町が特定の事業を行う場合や特
定の収入を特定の支出に充て一般
の歳入と区分して経理する必要が
ある場合など、一般会計とわけて
設置される会計のことです。
■企業会計
企業会計は、独立採算制を原則
とする企業的色彩の強い事業を行
う場合に設置される会計で、公共
の福祉を目的とするとともに企業
の経済性も求められます。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、地
方
の
厳
し
い
経
済
情
勢

や
、国
の
地
方
財
政
対
策
を
踏
ま

え
、こ
れ
ま
で
の
財
政
健
全
化
路

線
を
堅
持
し
つ
つ
、町
総
合
計
画

の
着
実
な
実
現
に
向
け
そ
の
具
体

化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、令
和
７
年
度
は
、北
海
道

新
幹
線
整
備
事
業
の
ほ
か
、サ
ー

モ
ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業
、

ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
所
誘
致
事
業
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
事
業
な
ど
を
予
算
措
置

し
、強
い
産
業
構
造
の
構
築
と
Ｄ

Ｘ
を
取
り
入
れ
た
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、一
般

会
計
、特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会

計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、３
１

６
億
２
，７
８
４
万
８
千
円
と
な

り
、前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較

し
、18
億
８
，６
７
７
万
３
千
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た

予
算
編
成
の
概
要

※一般会計予算額を令和7年2月末の住民基本台帳人口14,514人で割った額です。

入湯税他

総務費 衛生費 農林水産業費 商工費

55,753円 67,870円 3,137円 47,719円186,393円183,650円58,712円 177,333円

178,727円103,390円42,931円67,399円251円11,590円 23,265円

まちづくり 予算概要令和7年度
（令和７年度一般会計予算）●町民1人当たりの収入と支出

町民税 固定資産税 軽自動車税 民生費

その他土木費 教育費 公債費 職員費町たばこ税

1,069,519円
町民1人当たりに使われるお金は町民1人当たりが納める税金は

138,601円
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の予算
一般会計155 2,300億 万円

町民１人当たり
円

一般会計歳入

一般会計歳出

1,069,519

自主財源合計
74億9,365万円
（48.4％）

依存財源合計
80億2,935万円
（51.6％）

歳入総額
155億

2,300万円
（100％）

分担金及び負担金
4,332万円（0.3％）

町税
20億1,165万円
（13.0％）

使用料及び手数料
2億5,831万円（1.7％）

財産収入
1億1,291万円（0.7％）

寄附金
14億3,000万円
（9.2％）

繰入金
31億4,415万円
（20.3％）

繰越金
1,000万円（0.1％）

諸収入
4億8,331万円（3.1％）

地方交付税
52億4,730万円
（33.8％）

国庫支出金
9億9,421万円
（6.4％）

道支出金
7億7,135万円
（5.0％）

町債
3億4,920万円
（2.2％）

その他収入
6億6,729万円
（4.2％）

歳出総額
155億

2,300万円
（100％）

議会費
8,106万円（0.5％）

総務費
8億5,214万円（5.5％）

民生費
26億6,550万円
（17.2％）

衛生費
27億532万円
（17.4％）

労働費
8,612万円（0.5％）

農林水産業費
6億9,259万円（4.5％）

商工費
25億7,381万円
（16.6％）土木費

9億7,823万円（6.3％）

消防費
1億4,570万円（0.9％）

教育費
6億2,310万円
（4.0％）

災害復旧費
28万円（0.0）

公債費
15億60万円
（9.7％）

諸支出金
1,851万円（0.1％）

職員費
25億9,404万円
（16.7％）

予備費
600万円（0.1％）

※一般会計予算額を令和7年2月末の住民基本台帳人口14,514人で割った額です。

入湯税他

総務費 衛生費 農林水産業費 商工費

55,753円 67,870円 3,137円 47,719円186,393円183,650円58,712円 177,333円

178,727円103,390円42,931円67,399円251円11,590円 23,265円

まちづくり 予算概要令和7年度
（令和７年度一般会計予算）●町民1人当たりの収入と支出

町民税 固定資産税 軽自動車税 民生費

その他土木費 教育費 公債費 職員費町たばこ税

1,069,519円
町民1人当たりに使われるお金は町民1人当たりが納める税金は

138,601円
令和7年度会計別予算

会 　 計 　 別 令和7年度
予算額

令和6年度
予算額 増　減　額 増減率（％）

一 般 会 計 1,552,300 1,652,300 △ 100,000 △ 6.1

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 225,323 243,948 △ 18,625 △ 7.6
後 期 高 齢 者 医 療 29,606 28,908 698 2.4
介 護 保 険 213,715 214,364 △ 649 △ 0.3

小　　　　　計 468,644 487,220 △ 18,576 △ 3.8

企
業
会
計

水 道 71,413 73,152 △ 1,739 △ 2.4
熊 石 地 域 簡 易 水 道 20,184 16,042 4,142 25.8
下 水 道 156,300 122,671 33,629 27.4
農 業 集 落 排 水 30,325 30,844 △ 519 △ 1.7
病 院 863,619 969,233 △ 105,614 △ 10.9

小　　　　　計 1,141,841 1,211,942 △ 70,101 △ 5.8
合 計 3,162,785 3,351,462 △ 188,677 △ 5.6

地方債（借金）の残高（一般会計）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度（見込） 令和7年度（見込）

136億7,275万円 129億517万円 127億3,347万円 124億9,963万円 114億1,414万円

基金（貯金）の残高（一般会計）
令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度（見込） 令和7年度（見込）
120億23万円 127億1,968万円 145億3,097万円 145億666万円 131億2,675万円
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ことしの主な事業
総　務　費
新役場庁舎等整備事業� 1,798万円
防犯カメラ設置事業� 116万円
開町20年記念事業� 619万円
郵便局行政事務包括業務事業� 405万円
地域おこし協力隊配置事業� 7,242万円
特定政策調査検討業務事業� 300万円
地域公共交通網形成事業� 3,483万円
北海道新幹線整備事業負担金� 10,555万円
集落支援員配置事業� 484万円
自動車運転免許証自主返納支援事業� 238万円
地域会館備品整備費補助事業� 525万円
地域会館解体事業� 849万円
コミュニティ助成事業� 531万円
企業版ふるさと応援寄附金奨励事業� 587万円
域学連携推進事業（大谷大学）� 20万円
まちづくりＰＲ事業� 713万円
地域高校就学支援事業� 693万円
熊石地域デジタルリテラシー向上事業� 270万円
全国瞬時警報システム整備事業� 647万円
災害備蓄品整備事業� 150万円
やくも防災フェスタ開催事業� 100万円
デジタル防災サービスLINE型導入事業� 1,578万円
キャッシュレス決済導入事業� 177万円
自治体情報システム標準化・共通化事業� 11,508万円
公用スマートフォン導入事業� 2,809万円

衛　生　費
道南ドクターヘリ運航事業負担金� 264万円
妊婦健康診査事業� 643万円
不妊治療費等助成事業� 252万円
高齢者等インフルエンザ予防接種事業� 487万円
町民ドック事業� 588万円
住民検診事業� 121万円
脳検診事業� 181万円
健康増進事業� 1,704万円
がん検診推進事業� 27万円
高齢者等肺炎球菌ワクチン予防接種事業� 22万円
新型コロナウイルスワクチン予防接種事業� 1,603万円
帯状疱疹ワクチン予防接種事業� 742万円
高齢者保健事業と介護予防の一体的実施事業� 2,543万円
新生児聴覚検査助成事業� 34万円
患者輸送車管理事業� 585万円
浄化槽設置整備事業� 708万円
斎場整備事業� 504万円
公衆浴場対策事業� 177万円
国民健康保険事業特別会計繰出金� 20,639万円
春日地区水道施設整備事業� 4,163万円
病院事業会計繰出金� 164,480万円
海岸漂着物処理事業� 1,776万円
ごみ減量化・資源化推進事業� 236万円
リサイクルセンター修繕事業� 981万円
最終処分場浸出水処理施設修繕事業� 4,488万円
ごみ処理方針検討基礎調査事業� 558万円

労　働　費
勤労者センター駐車場整備事業� 773万円
緊急就労対策事業� 1,746万円
奨学金償還支援事業（制度廃止に伴う経過措置）� 21万円
Ｕ・Ｉターン就職奨励金事業� 2,500万円

民　生　費
冬期福祉手当給付事業� 572万円
福祉タクシー助成事業� 943万円
高齢者等入浴料助成事業� 427万円
緊急通報体制等整備事業� 244万円
高齢者等生活支援事業� 490万円
熊石訪問介護事業所運営補助事業� 800万円
介護サービス利用者負担軽減事業� 1,165万円
高齢者スポーツ施設利用助成事業� 70万円
介護従事者確保推進事業� 147万円
ふれあい交流センターくまいし館エアコン整備事業� 223万円
熊石地域放課後子ども対策事業� 204万円
子ども医療費助成事業� 5,177万円
軽度・中等度難聴児補聴器購入費等助成事業� 10万円
放課後児童健全育成事業� 5,753万円
子どものための教育・保育給付事業� 45,324万円
保育所等利用者負担金補助事業� 455万円
障がい児保育事業� 1,398万円
出産・子育て応援給付事業� 140万円
妊婦のための支援給付事業� 716万円
保育人材確保事業� 298万円
地域子育て支援事業� 2,216万円
子ども発達支援センター事業� 434万円
子育て世帯支援事業（保育料軽減）� 2,417万円

農林水産業費
中山間地域等直接支払事業� 913万円
経営所得安定対策事業� 242万円
農業研修者家賃助成事業� 90万円
新規作物導入事業� 1,303万円
農作物有害鳥獣被害防止対策推進事業� 150万円
新規就農者育成総合対策事業� 375万円
道営草地畜産基盤整備事業� 2,275万円
多面的機能支払交付金事業� 1,940万円
農道・集落道整備事業� 2,673万円
農業用排水路浚渫事業� 165万円
有害駆除対策事業� 1,223万円
狩猟免許等取得費補助金� 98万円
豊かな森づくり推進事業� 2,730万円
森林基幹道豊津黒岩線開設事業� 1,625万円
町有林一般造林事業� 5,397万円
町有林自力造林事業� 1,198万円
森林経営管理事業� 3,223万円
ホタテ貝養殖漁業経営安定対策事業� 6,000万円
渡島管内さけます増殖事業負担金� 400万円
漁港整備事業� 360万円
コンブ礁造成事業� 1,840万円
コンブ資源増大事業� 21万円
熊石地域コンブ養殖試験事業� 112万円
檜山ナマコ栽培漁業定着事業� 500万円
ひやま地域サケ増殖事業� 120万円
日本海ニシン栽培漁業定着事業� 210万円
痩せウニ実入り向上試験事業� 100万円
熊石地域水産試験研究推進事業� 1,306万円
サーモン種苗生産施設整備事業� 7,828万円
サーモン養殖付加価値向上推進事業� 209万円

職　員　費
小学校少人数学級教育専門員配置事業� 800万円
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商　工　費
中小企業育成資金貸付金� 15,500万円
ふるさと応援寄附金奨励事業� 70,000万円
ふるさと応援寄附金積立金� 140,000万円
町内事業者経営安定支援事業� 178万円
中小企業等設備導入支援事業� 1,500万円
ウイスキー蒸留所誘致事業� 11,913万円
八雲観光物産協会補助金� 282万円
イベント事業補助金� 600万円
鉛川レクリエーション施設老朽化対策事業� 2,469万円
道南休養村管理事業� 474万円

消　防　費
救急・救助資機材整備事業� 332万円
消防水利整備事業� 196万円
消防格納所等解体事業� 498万円
消防通信施設・設備整備事業� 523万円

特別会計・企業会計
特定健康診査等事業� 1,526万円
高齢者等インフルエンザ予防接種助成事業� 163万円
高齢者等肺炎球菌予防接種助成事業� 24万円
介護予防・生活支援サービス事業� 2,952万円
熊石デイサービスセンター運営事業� 4,475万円
水道施設整備事業� 14,860万円
熊石地区簡易水道施設整備事業� 5,456万円
公共下水道施設整備事業� 27,855万円
熊石地区特定環境保全公共下水道施設整備事業� 23,900万円
落部地区農業集落排水施設整備事業� 17,320万円
総合病院建設改良事業� 11,855万円
　医療器械器具整備	 5,000万円　　
　電子カルテシステム等更新	 1,054万円ほか
国保病院建設改良事業� 64,775万円
　医療器械器具整備	 9,768万円　　
　病院建設工事	 30,743万円ほか

土　木　費
空家等対策事業� 1,400万円
道路・側溝等維持改修事業� 5,590万円
道路改良事業� 2,410万円
防衛施設周辺道路整備事業� 1,000万円
道路橋長寿命化事業� 13,740万円
排水路流末ポンプ整備事業� 244万円
立地適正化計画策定事業� 395万円
道立噴火湾パノラマパーク管理運営事業� 4,938万円
都市公園等修繕事業� 701万円
真萩ポンプ場長寿命化事業� 611万円

教　育　費
小中一貫型コミュニティースクール事業� 30万円
外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業� 1,356万円
読解力向上推進事業� 141万円
落部小学校放送設備整備事業� 213万円
熊石小学校暖房用設備整備事業� 449万円
小中学校GIGAスクールネットワーク整備事業� 8,193万円
小中学校ＩＣＴ教材整備事業� 289万円
域学連携推進事業（上智大学）� 130万円
八雲山車行列補助金� 450万円
八雲さむいべや祭り補助金� 127万円
小牧市・八雲町児童・生徒学習交流事業� 167万円
図書館エアコン整備事業� 300万円
梅村庭園整備事業� 397万円
町民センター改修事業� 584万円
北海道日本ハムファイターズ八雲後援会支援事業� 77万円
地域部活動推進事業� 37万円
開町20年記念各種スポーツ大会等開催事業� 115万円
温水プール施設整備事業� 1,135万円
子育て世帯支援事業（学校給食費無償化）� 4,410万円

【振替日】
　令和６年分の確定申告の振替日は、次のとおりです。
・所得税および復興特別所得税の確定申告分：４月23日㈬
・個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告分：４月30日㈬
※�振替日の前日までに、預貯金残高や振替日に振替納税口座から他の公共料金等の引落し予定が

ないかなどを必ずご確認ください。
【振替日に引落しできなかった場合は】

上記振替日に預貯金口座から引落しができなかった場合は、①ダイレクト納付、②インターネッ
トバンキング、③クレジットカード納付、④スマホアプリ納付、⑤二次元コードを利用したコン
ビニ納付、⑥納付書により納付をお願いします。

なお、納期限を超過しての納付の場合、延滞税がかかる場合があります。
　納付手続について、詳しくは国税庁ＨＰ「納税に関する総合案内」をご確認ください。

【問い合わせ先】八雲税務署　☎０１３７−６３−２１４８
※自動音声が流れますので「２」を選択してください

「確定申告の振替納付日について」

国税庁ＨＰ

Yakumo Public Relations Vol.23513



【
初
回
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
減
免
申
請
書

・
納
税
通
知
書

・
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）

・�

運
転
免
許
証
（
減
免
対
象
車
両

を
運
転
す
る
方
の
も
の
）

・�

身
体
障
害
者
手
帳
等
（
自
身
が

交
付
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

手
帳
）

・�

通
院
、
通
学
、
通
所
等
証
明
書

（
障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
を
自
身
で
運
転
し

な
い
場
合
）

【
前
年
度
減
免
を
受
け
て
い
る
方
】

現
況
届
出
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

納
税
通
知
書
が
手
元
に
届
い
て

か
ら
納
期
限
（
６
月
２
日
）
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

納
期
限
後
の
申
請
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

【
申
請
先
】

・
財
務
課
資
産
税
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
務
課
資
産
税
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
４

４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
要
件
は
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
】

・�

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
方
と
生

計
を
一
と
し
て
い
る
方
が
所
有

し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

（
通
院
、
通
勤
等
）
に
使
用
さ

れ
る
軽
自
動
車

・�

構
造
が
身
体
等
に
障
が
い
の
あ

る
方
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

軽
自
動
車

・�

公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

※�

障
が
い
者
１
人
に
つ
き
減
免
可

能
な
車
両
は
、普
通
自
動
車
、軽

自
動
車
を
含
め
１
台
の
み
で
す
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
者
】

①�
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、
障
が
い
の
区
分
が

左
記
の
項
目
に
該
当
す
る
方

③�

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
で
一
定
の
範
囲
の
障

が
い
を
有
す
る
方

水
道
な
ど
の
使
用
を
開
始
す
る

時
は
、
使
用
開
始
予
定
日
の
２
日

前
（
土
日
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に

「
使
用
開
始
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
窓
口

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

「
使
用
開
始
届
」
は
町
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

開
栓
作
業
の
立
会
に
つ
い
て

開
栓
作
業
に
必
ず
立
ち
会
い
を

お
願
い
し
て
お
り
、
作
業
は
平
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
の

間
に
行
い
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・�

土
日
祝
日
・
夜
間
等
は
作
業
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
土
日
祝
日
等

で
使
用
を
開
始
さ
れ
る
方
は
、

使
用
開
始
日
よ
り
前
の
平
日
で

立
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

「
使
用
開
始
届
」
を
提
出
せ
ず

に
水
道
の
使
用
を
開
始
し
た
場

合
は
、
条
例
に
基
づ
き
認
定
さ

れ
た
水
道
料
金
等
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

支
払
い
方
法
に
つ
い
て

納
付
書
に
よ
る
支
払
い
と
口
座

引
落
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

【
納
付
書
に
よ
る
支
払
い
】

・�

納
付
書
は
、
毎
月
７
日
頃
に
送

付
し
ま
す
の
で
納
期
限
ま
で
に

指
定
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

※�

コ
ン
ビ
ニ
、
郵
便
局
で
は
お
支

払
い
で
き
ま
せ
ん
。

【
口
座
引
落
】

・�

毎
月
25
日
に
前
月
分
の
料
金
を

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
。

別
途
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
左
記
の
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

町
内
の
各
金
融
機
関
（
ひ
や
ま

漁
協
を
除
く
）

・
環
境
水
道
課
業
務
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※�

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、

直
接
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
環
境
水
道
課
業
務
係

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
０
２
０

　

鯖
０
１
３
７

−

62

−

２
１
２
０

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

　

鯖
０
１
３
９
８

−

２

−

３
２
３
０

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
に
つ
い
て

障がいの区分 障がいの程度
視覚障害 １級～４級

聴覚障害 ２級・３級

平衡機能障害 ３級・５級

音声機能障害
３級（喉頭摘出に
よる音声機能障害
がある場合に限り
ます。）

上肢不自由 １級～３級

下肢不自由 １級～６級

体幹不自由 １級～３級・５級
乳幼児期以前の非
進行性脳病変によ
る運動機能障害

上肢機能 １級～３級

移動機能 １級～６級

心臓機能障害

１級・３級～４級

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう・直腸機能障害

小腸機能障害
ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害 １級～４級
肝臓機能障害

水
道
・
下
水
道
の
使
用
開
始
に
関
す
る

手
続
き
に
つ
い
て
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な
お
、
記
載
事
項
証
明
手
数
料

は
、
一
物
件
３
０
０
円
で
す
。

【
固
定
資
産
名
寄
帳
の
閲
覧
】

固
定
資
産
の
所
有
者
ご
と
に
ま

と
め
た
名
寄
帳
に
つ
い
て
も
、
課

税
台
帳
と
同
様
に
、
そ
の
納
税

者
・
所
有
者
は
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
固
定
資
産
評
価
証
明
書
の
交
付
】

不
動
産
登
記
用
に
使
わ
れ
る
固

定
資
産
評
価
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

無
料
で
交
付
し
ま
す
が
、
交
付
申

請
に
は
、
法
務
局
登
記
官
の
印
が

押
さ
れ
た
書
面
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
財
務
課
資
産
税
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
４

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

《
縦
覧
制
度
》

納
税
者
が
、
他
の
土
地
や
家
屋

と
比
較
し
て
評
価
額
が
適
正
で
あ

る
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
、
地
方

税
法
第
四
百
十
六
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
運
転
免
許
証

な
ど
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
人
の
方
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

【
縦
覧
期
間
】

　

４
月
１
日
㈫
～
７
月
31
日
㈭

※
土
日
祝
日
を
除
く

【
縦
覧
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
～午

後
５
時
15
分

【
縦
覧
内
容
】

◯
家
屋

　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

　

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額

◯
土
地

　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　

評
価
額

※�

所
有
者
名
や
課
税
標
準
額
に
つ

い
て
は
、
開
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
で
き
る
人
】

固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）の

納
税
者
ま
た
は
代
理
人

【
縦
覧
場
所
】

・
財
務
課
資
産
税
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

《
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

閲
覧
制
度
》

固
定
資
産
税
の
納
税
者
や
借
地

人
、
借
家
人
は
、
関
係
す
る
土
地

や
家
屋
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
運
転
免
許
証

な
ど
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
お

よ
び
貸
借
に
関
す
る
書
類
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
人
の
方
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

【
閲
覧
手
数
料
】

　

一
物
件
３
０
０
円

【
証
明
書
の
交
付
】

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証
明
書

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
広
告
〉

固
定
資
産
税
の

情
報
開
示
に
つ
い
て
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町
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
、
ま
た
は
失
効
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

・�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居

住
し
て
い
る
方

・�

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
ま
た

は
失
効
し
て
１
年
以
内
の
方

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

【
助
成
内
容
】

・�

３
年
間
に
渡
り
、
毎
年
ハ
イ

ヤ
ー
助
成
券
を
１
万
円
分
（
合

計
３
万
円
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

・�

申
請
初
年
度
は
、
申
請
時
期
に

応
じ
て
助
成
券
の
交
付
金
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

〇�

運
転
免
許
証
返
納
に
関
す
る
申

立
書

〇�

公
安
委
員
会
が
交
付
す
る
次
の

い
ず
れ
か
の
書
類

・�

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書

・
運
転
経
歴
証
明
書

※�

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

消
通
知
書
」
は
免
許
証
を
自
主

返
納
さ
れ
た
と
き
に
交
付
さ
れ

ま
す
。

・�

本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
、
障
が
い
者
手
帳
、
健

康
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
）

※�

顔
写
真
付
き
で
な
い
も
の
は
、

２
種
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

【
申
請
場
所
】

・
危
機
対
策
課

・
落
部
支
所

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

危
機
対
策
課
交
通
防
犯
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
２
２
６

倒
壊
や
建
築
部
材
な
ど
が
飛
散

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
特
定

空
家
ま
た
は
将
来
的
に
倒
壊
や
建

築
部
材
の
飛
散
の
お
そ
れ
が
あ
る

空
家
を
解
体
し
て
更
地
に
す
る
工

事
費
の
一
部
お
よ
び
、
空
家
を
改

修
し
て
居
住
す
る
場
合
の
改
修
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※�

詳
し
い
補
助
に
関
す
る
要
件
は
、

窓
口
ま
た
は
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
「
補

助
金
交
付
要
綱
」
を
確
認
く
だ

さ
い
。

※�

工
事
着
手
、
ま
た
は
契
約
済
の

案
件
は
対
象
外
で
す
。

【
受
付
期
限
】
５
月
30
日
㈮

※�

予
算
額
に
達
し
た
場
合
、
先
着

順
で
は
な
く
抽
選
と
な
り
ま
す
。

◯
解
体
工
事
の
場
合

【
対
象
者
】

特
定
空
家
ま
た
は
空
家
を
所
有

す
る
個
人
の
方

【
対
象
建
物
】

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建

物①�

特
定
空
家
に
認
定
さ
れ
、
空
家

の
不
良
度
が
高
く
、
周
辺
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
状

況
で
あ
る
建
物
。

②�

現
に
１
年
以
上
の
居
住
実
態
が

な
く
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
築

さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住
宅
で
、

当
該
住
宅
の
解
体
後
１
年
間
、

跡
地
を
営
利
目
的
で
活
用
せ
ず
、

有
償
に
よ
る
譲
渡
ま
た
は
貸
与

を
し
な
い
建
物
。

【
補
助
金
額
】

　

補
助
対
象
額
の
２
分
の
１
以
内

で
上
限
50
万
円

◯
改
修
工
事
の
場
合

【
対
象
者
】

空
家
を
所
有（
空
家
取
得
後
１

年
以
内
）し
、改
修
後
に
居
住
す

る
個
人
の
方

【
対
象
建
物
】

　

次
の
要
件
を
満
た
す
も
の

・�

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
建

築
さ
れ
た
建
物
。（
昭
和
56
年

６
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

建
物
の
場
合
に
は
、
耐
震
診
断

に
よ
り
現
行
の
耐
震
基
準
を
満

た
す
こ
と
の
証
明
が
必
要
。）

・�

八
雲
町
立
地
適
正
化
計
画
に
お

い
て
定
め
た
居
住
誘
導
区
域
内

お
よ
び
落
部
・
熊
石
地
区
の
下
水

道
を
完
備
す
る
空
家
で
、
改
修

後
に
３
年
以
上
居
住
す
る
建
物

【
補
助
金
額
】

　

補
助
対
象
額
の
２
分
の
１
以
内

で
上
限
１
０
０
万
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課
管
理
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
５

自
動
車
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

ハ
イ
ヤ
ー
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

空
家
等
対
策
支
援
補
助
金
に
つ
い
て

町ＨＰ

（改修補助）

（解体補助）

〈
広
告
〉

●相続・遺言など 夜間・休日対応・出張もOK

司法書士・行政書士 ［行政相談委員］青沼千鶴
八雲町本町87番地2F（ふたばさん2階）

お困りのことはありませんか？　　初回相談無料

〈
広
告
〉
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◯
高
齢
者
等
入
浴
料
助
成
券

高
齢
者
や
心
身
に
障
が
い
を
持

つ
方
に
入
浴
料
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
満
65
歳
以
上
の
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
方

【
助
成
金
額
】
１
枚
２
０
０
円

【
交
付
枚
数
】

年
間
24
枚
（
４
月
中
に
申
請
し

た
場
合
）　

※�
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
は
異

な
り
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
利
用
施
設
】

・
温
泉
旅
館
銀
婚
湯

・�

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
温
泉
ホ
テ
ル
清

龍
園

・
温
泉
ホ
テ
ル
八
雲
遊
楽
亭

◯
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

高
齢
者
や
心
身
に
障
が
い
を
持

つ
方
が
、
日
常
生
活
の
中
で
タ
ク

シ
ー
を
交
通
手
段
と
し
て
利
用
す

る
場
合
の
、
料
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①�

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
・
内

部
障
が
い
の
１
～
３
級
の
方

②�

療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
Ａ

判
定
の
方

③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
１
・
２
級
の
方

④
満
75
歳
以
上
の
方

【
助
成
金
額
】

　

年
額
：
１
２
，０
０
０
円
以
内

※�

申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
が
変

わ
り
ま
す
。

・
４
～
６
月
申
請 

　

１
２
，０
０
０
円
分
（
120
枚
）

・
７
～
９
月
申
請

　
　

９
，０
０
０
円
分
（
90
枚
）

・
10
～
12
月
申
請

　

６
，０
０
０
円
分
（
60
枚
）

・
１
～
３
月
申
請

　

３
，０
０
０
円
分
（
30
枚
）

※�

ケ
ア
ハ
ウ
ス
お
よ
び
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

交
付
枚
数
が
半
分
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

【
取
扱
会
社
】

㈲
八
雲
ハ
イ
ヤ
ー
、
エ
ス
ジ
ー

ハ
イ
ヤ
ー
㈱
、
㈲
旭
ハ
イ
ヤ
ー
、

キ
ャ
ン
タ
ク

【
注
意
事
項
】

・�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

老
人
保
健
施
設
に
入
所
中
、
ま

た
は
医
療
機
関
へ
入
院
中
の
方

は
、
退
所
・
退
院
後
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

世
帯
の
中
に
「
特
定
滞
納
者
に

対
す
る
サ
ー
ビ
ス
制
限
」
を
受

け
て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
、

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・�

交
付
を
受
け
た
対
象
者
以
外
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
八
雲
温
泉
お
ぼ
こ
荘

・
見
市
温
泉
旅
館

・
熊
石
ひ
ら
た
な
い
荘

・
和
の
湯

【
注
意
事
項
】

・�

助
成
券
は
、
施
設
１
回
の
利
用

で
１
枚
と
し
ま
す
。

・�

交
付
を
受
け
た
対
象
者
以
外
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・�

不
正
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
助

成
額
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

老
人
保
健
施
設
へ
入
所
中
、
ま

た
は
医
療
機
関
へ
入
院
中
の
方

は
、
退
所
・
退
院
後
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
１

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
高
齢
者
等
入
浴
料
の

助
成
券
を
交
付
し
ま
す

〈
広
告
〉
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帯
状
疱
疹
と
そ
の
予
防
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
講
演

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

疾
病
に
悩
ん
で
い
る
方
や
予
防

接
種
を
受
け
よ
う
か
迷
っ
て
い
る

方
な
ど
に
参
考
に
な
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
費
や
事
前
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
４
月
24
日
㈭午

後
２
時
～

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
講
師
】
吉よ

し
だ田　

雅ま
さ
き喜　

氏

（
八
雲
総
合
病
院
医
師
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
１

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

令
和
７
年
４
月
よ
り
、
帯
状
疱

疹
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
と
同
じ
く
、
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
町
で
も
、

定
期
予
防
接
種
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る

方
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
案
内
を

行
う
予
定
で
す
の
で
、
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
案
内
が
届
い
て

か
ら
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

Ｈ
Ｐ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
帯
状
疱
疹
と
は
】

帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
痘

（
水
ぼ
う
そ
う
）
に
か
か
っ
た
時

に
体
の
中
に
潜
伏
し
た
水
痘
帯
状

疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再
活
性
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
神
経
に
沿
っ
て
、

典
型
的
に
は
体
の
左
右
ど
ち
ら
か

に
帯
状
に
、
時
に
痛
み
を
伴
う
水

疱
（
水
ぶ
く
れ
）
が
出
現
す
る
病

気
で
、
70
歳
代
で
発
症
す
る
方
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併

症
の
一
つ
に
皮
膚
の
症
状
が
治
っ

た
後
に
も
痛
み
が
残
る
「
帯
状
疱

疹
後
神
経
痛
」
が
あ
り
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

【
定
期
接
種
の
対
象
者
】

令
和
７
年
度
に
65
歳
を
迎
え
る

方（
※
）お
よ
び
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
一
定
の
内
部
障
が
い
に
あ
る

方※�
５
年
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、

年
度
内
に
70
・
75
・
80
・
85
・

90
・
95
・
100
歳
と
な
る
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
令

和
７
年
度
に
限
り
100
歳
以
上
は

全
員
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
１

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化

お
よ
び
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

町ＨＰ

ふれあい農園利用者をふれあい農園利用者を
募集します募集します

町では、高齢者の生きがいづくり
や健康づくりを目的として『ふれあ
い農園』を開設します。なお、募集
予定数を超えた場合や区画配分につ
いては、抽選により決定します。
【対象者】
　町内在住の65歳以上の方
【貸付場所】
　福祉村敷地内（栄町13番地1）
【貸付面積】１人当たり50㎡以内
※�農園にかかる肥料や用具について

は、各自で用意してください。
【申込期日】
　４月12日(金）午後５時
【申込・問い合わせ先】
　保健福祉課（シルバープラザ内）
　☎0137－64－2111

町民農園利用者を募集します町民農園利用者を募集します
町では、自然とのふれあいと農業に対する理解の促進、都市

と農村の交流を目的として、「八雲町町民農園」を開設します。
※区画配分は、抽選により決定となります。

区　　　分 八雲体験農園 熊石町民農園

所　在　地 立岩375-8 熊石鮎川町185-90

区 　 画 　等
（※１区画）

◇個人（45㎡）82区画
◇団体（120㎡）2区画 ◇個人（100㎡）28区画

貸 付 期 間 自：５月１日
至：11月３日

自：５月１日
至：11月３日

使　用　料
（※１区画）

◇個人　2,000円
◇団体　6,000円※5人以上 個人　2,500円

対 　 象　者 農業者以外で野菜や花き等の栽培に興味のある方

申 込 方 法 下記窓口または町ＨＰで「町民農園利用申請書」取得後、
郵送もしくは持参の上、提出して下さい。

申込み期限 ４月18日（金）午後５時15分まで　※土日を除きます。

留 意 事 項 種イモは量販店等で販売されているものを使用してくださ
い。※種イモのあっせんは行いません

問い合わせ先 農林課農業振興係
☎0137-62-2203

熊石総合支所産業課農林係
☎01398-2-3111
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高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
し
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
の
向

上
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

年
間
を
通
し
て
左
記
す
べ
て
の
対

象
施
設
が
利
用
で
き
る
「
八
雲
町

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
共
通
利
用

券
」
を
販
売
し
ま
す
。

対
象
施
設
の
各
シ
ー
ズ
ン
券
料

金
よ
り
も
安
い
料
金
で
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

八
雲
町
に
住
所
を
有
し
、
令
和

７
年
度
で
65
歳
以
上
と
な
る
方

【
対
象
施
設
】

・�
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
噴
火
湾
パ

ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
、
遊
楽
部
公
園
、

熊
石
）

・
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル

・
町
営
ス
キ
ー
場

【
料
金
】
１
１
，０
０
０
円

【
購
入
窓
口
】

・
建
設
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～午

後
５
時
15
分

【
利
用
期
間
】

４
月
23
日
㈬
～

11
月
３
日（
月
・
祝
日
）

予
定

■�

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】

〇
全
コ
ー
ス
利
用　

５
６
０
円

※�

ふ
れ
あ
い
館
に
て
利
用
券
を
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

事
故
防
止
等
安
全
の
た
め
小
学

生
以
下
は
噴
火
湾
コ
ー
ス
、
パ

ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
限
定　

・
中
学
生
以
上　

３
３
０
円

　

小
学
生
以
下　

１
１
０
円

【
休
場
日
】
毎
週
月
曜
日

※�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

平
日
が
休
場
日
と
な
り
ま
す
。

■
遊
楽
部
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
３
１
０
円　

※�

券
売
機
で
購
入
（
新
紙
幣
・
硬

貨
は
使
用
不
可
）

【
休
場
日
】
第
２
・
４
火
曜
日

■
熊
石
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
３
１
０
円　

※
券
売
機
で
購
入

【
休
場
日
】
第
２
・
４
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
場

〇�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
共
通
シ
ー
ズ

ン
券
の
購
入
に
つ
い
て

４
月
上
旬
か
ら
シ
ー
ズ
ン
券
の

販
売
を
開
始
し
ま
す
。

【
購
入
方
法
等
】

次
の
も
の
を
持
参
し
申
請
窓
口

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
金
１
２
，５
６
０
円

・�

顔
写
真
（
縦
3.0
㎝
×
横
2.2
㎝
、

カ
ラ
ー
、
無
帽
）

【
購
入
窓
口
】

・
八
雲
町
役
場
建
設
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
ま
で

・�

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ノ

ラ
マ
館
（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　

火
曜
日
～
日
曜
日　

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
が
休
館
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

　
（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　

☎
０
１
３
７

−

65

−

６
０
３
０

・
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ノ
ラ
マ
館

　

火
曜
日
～
日
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

※�

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平

日
は
休
館
で
す
。

・
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル

　

プ
ー
ル
営
業
日
の
営
業
時
間
内

【
購
入
に
必
要
な
も
の
】

・�

顔
写
真
（
縦
3.0
㎝
×
横
2.2
㎝
、

カ
ラ
ー
、
無
帽
）

・
身
分
証
明
書

（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
１

町
内
各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

４
月
23
日
㈬
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

健
康
づ
く
り
を
楽
し
も
う

「
八
雲
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
共
通

利
用
券
」の
販
売
に
つ
い
て

〈
広
告
〉
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令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
、
す

べ
て
の
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
が
安

心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育

て
期
ま
で
一
貫
し
た
「
伴
走
型
相

談
支
援
」
を
行
う
と
と
も
に
、
出

産
育
児
関
連
品
の
購
入
や
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
等
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
妊
娠
届
出
後
お

よ
び
子
の
出
生
後
に
支
援
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
と
給
付
額
】

①�

支
援
給
付
金（
１
回
目
）と
し
て
、

４
月
以
降
に
妊
娠
届
出
を
提
出

し
た
妊
婦
の
方
を
対
象
に
、妊

婦
１
人
あ
た
り
５
万
円

②�
支
援
給
付
金（
２
回
目
）と
し
て
、

４
月
以
降
に
出
産
し
た
妊
婦
の

方
を
対
象
に
、胎
児
１
人
あ
た

り
５
万
円

※�

流
産
・
死
産
の
場
合
も
給
付
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
方
法
】

◯
支
援
給
付
金
（
１
回
目
）

妊
娠
届
出
書
を
提
出
時
の
面
談

の
際
、
認
定
申
請
書
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

郵
送
ま
た
は
左
記
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◯
支
援
給
付
金
（
２
回
目
）

新
生
児
訪
問
の
面
談
の
際
、
胎

児
の
数
の
届
出
書
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵

送
ま
た
は
左
記
の
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
窓
口
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係

・
落
部
支
所

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

※�

詳
細
は
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◯
給
付
金
支
給
手
続
き
に
つ
い
て

・
住
民
生
活
課
児
童
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

◯
ア
ン
ケ
ー
ト
・
面
談
に
つ
い
て

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
２

・
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
住
民
福
祉
係

　

☎
０
１
９
８
８

−

２

−

３
１
１
１

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
支給額の改定について

令和7年4月分より手当額が2.7％引き上げとなります。
改定後の金額は次のとおりです。
◇児童扶養手当の月額

令和７年３月まで 令和７年４月以降
対象児童1人の 全部支給　45,500円 全部支給　46,690円
場合の月額 一部支給　45,490円～10,740円 一部支給　46,680円～11,010円
第２子以降 全部支給　10,750円 全部支給　11,030円
加算額 一部支給　10,740円～5,380円 一部支給　11,020円～5,520円

【問い合わせ先】住民生活課児童係　☎０１３７－６２－２１１２

妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

《支給のイメージ》
①母子手帳交
　付時に面談

②認定申請書の
　提出

③妊娠７か月頃にアンケー
　トを記入（希望者は面談）

④新生児訪問
　にて面談

【１回目】
５万円

⑤胎児の数の届出
　書の提出

【２回目】
５万円

（胎児１人あたり）

鍵検検検検検険検検検検検顕鍵検検検検検険検検検検検顕

◇特別児童扶養手当の月額
令和７年３月まで 令和７年４月以降

１級 55,350円 56,800円
２級 36,860円 37,830円

町ＨＰ
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子育て支援センターからのお知らせ

各事業内容については、下記へお問い合わせください。
・二次元コード（参加申し込みフォーム）のほか、電話、来館にてお申し込みください。
【問い合わせ】子育て支援センター　相生町２９－９　☎０１３７－６２－２５７３

事  業  名 あそびの広場①
「こいのぼりを作ろう！」

育児教室①
「手形アートを楽しもう！」

開  催  日 ４月24日㈭ ５月13日㈫

開 催 時 間 午前10時～11時30分

対 　 象 入園前のお子さんと保護者

申込み締切 ４月21日㈪ ５月８日㈭

申 込 み 先

子ども発達支援センターからのお知らせ
子ども発達支援センターでは、お子さんの発達に関する相談や、必要に応じて専門機関から助言を

受けることができます。
詳細については、子ども発達支援センターへお気軽に問合せください。

子ども発達支援センターでは、お子さんの発達に関する相談や、必要に応じて専門機関から助言を
受けることができます。
詳細については、子ども発達支援センターへお気軽に問合せください。

【申込・問い合わせ先】
子ども発達支援センター　☎0137-63-4622　〒049-3117　八雲町栄町13－１（シルバープラザ内）

事　業　名 内　　　　　容

巡回児童相談 函館児童相談所による、発達・養育に関する相談や療育
手帳の申請・更新のための判定を行っています。

いたずらっ子の会

「落ち着きが無い」「ことばが遅い」「運動発達の遅れが
気になる」等、お子さんについて日頃気になっているこ
とを言語・発達等に関する専門員に相談し、アドバイス
を受けることができます。１組につき１時間程度を予定
しています。
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狂
犬
病
予
防

集
合
接
種
を

実
施
し
ま
す

狂
犬
病
予
防
接
種
は
、
法
令
に

基
づ
き
毎
年
１
回
必
ず
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
記
の
会
場
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

各
会
場
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、

12
月
31
日
ま
で
に
か
か
り
つ
け
の

動
物
病
院
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

必
ず
接
種
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

【
接
種
料
金
】

１
頭
３
，
２
４
０
円

※�

当
日
は
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◎犬の登録について（生涯に１回）
　生後91日以上の犬を取得したときは、30日以
内に登録をしなければなりません。
　また、登録した犬に関し、登録事項に変更等
が生じた場合はその都度、速やかに役場へ届出
をしなければなりません。
（登録料3,000円)
◎次の場合には届出をしてください
　①飼い犬が死亡したとき
　②飼い主・飼い犬の所在地が変わったとき
　③飼い主が変わったとき

接種日時および会場

犬の登録・予防接種の
問 い 合 わ せ 先

・環境水道課環境衛生係� ☎0 1 3 7 - 6 3 - 2 0 2 0
・熊石総合支所住民サービス課� ☎0 1 3 9 8 - 2 - 3 1 1 1
・八雲動物病院（八雲町東雲町91-1）� ☎0 1 3 7 - 6 2 - 4 0 3 1

◎５月２８日（水）
地域 時　間 接　　種　　会　　場

八
　

雲
　

地
　

域

9：00～ 9：10 柏沼会館
9：20～ 9：35 野田生会館前
9：45～ 9：55 赤笹会館前

10：05～10：10 わらび野会館前
10：20～10：30 東野ふれあいプラザ前
10：35～10：45 山越由追会館前
10：55～11：05 山越中央会館前
11：15～11：25 浜松中央会館前
9：20～ 9：25 上の湯会館前
9：35～ 9：40 下の湯会館前
9：55～10：05 佐藤商店前（栄浜）

10：15～10：40 落部レクリエーションセンター前
10：50～11：15 落部町民センター前（落部支所）

◎５月２７日（火）
地域 時　間 接　　種　　会　　場

八
　
　
　
雲
　
　
　
地
　
　
　
域

9：00～ 9：10 黒岩会館前
9：25～ 9：35 山崎山会館前（２区）
9：45～ 9：55 山崎浜会館前（１区）

10：05～10：15 花浦１区会館前（浜）
10：25～10：35 立岩会館前（１区）
10：45～10：55 立岩２区会館前
11：05～11：15 元町会館前
11：25～11：35 内浦１区会館前
11：45～11：55 内浦生活館前（２区）
13：30～13：40 上八雲会館前
13：55～14：05 春日地区生活改善センター前
14：10～14：20 春日会館前
14：30～14：40 大新会館前
14：50～15：00 旧法務局跡地・森林組合前（栄町）
15：05～15：15 八雲町民センター裏手駐車場
13：10～13：35 八雲町役場前
13：45～13：55 相生会館・子育て支援センタースマイル前
14：05～14：15 東部生活館横駐車場（東町）
14：25～14：35 東部児童館横駐車場（富士見町）
14：45～14：55 勤労者センター前

熊
　
石
　
地
　
域

9：30～ 9：35 飯田裕子宅横
9：40～ 9：50 桂川末勝宅前
9：55～10：00 近藤美智子宅前

10：05～10：15 折戸バス停前
10：45～10：50 佐々木守宅前
11：00～11：05 セラーズのとや前
11：10～11：20 交流センターくまいし館前
11：25～11：35 熊石総合支所前
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弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
緊
急
地

震
速
報
、
津
波
警
報
な
ど
、
時
間

的
余
裕
の
な
い
事
態
に
備
え
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
、
全
国
一
斉

の
情
報
伝
達
訓
練
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
訓
練
実
施
予
定

は
、
次
の
と
お
り
４
回
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
訓
練
予
定
日
】

・
５
月
28
日
㈬　

午
前
11
時
頃

・
８
月
20
日
㈬　

午
前
11
時
頃

・
11
月
12
日
㈬　

午
前
11
時
頃

・
令
和
８
年
２
月
６
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
頃

※�

気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
は
、
訓
練
を
急
き
ょ
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

危
機
対
策
課
防
災
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−
２
２
２
６

◯
ヒ
グ
マ
被
害
に
つ
い
て

雪
解
け
が
進
み
山
菜
採
り
の
季

節
に
な
り
ま
す
が
、
近
年
、
ヒ
グ

マ
の
出
没
情
報
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
山
に
入
る
際
に
は
十

分
ご
注
意
願
い
ま
す
。

☆
ヒ
グ
マ
に

出
会
わ
な
い
こ
と
が
一
番
☆

①�

山
や
畑
に
は
ひ
と
り
で
入
ら
ず
、

鈴
を
つ
け
た
り
、
音
を
出
し
な

が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う

②�

う
す
暗
い
と
き
に
は
山
に
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

③�

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ

け
た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま

し
ょ
う

④�

残
飯
や
ゴ
ミ
は
ヒ
グ
マ
に
と
っ

て
ご
ち
そ
う
で
す
。
ゴ
ミ
は
す

べ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

⑤�

動
物
の
死
体
を
見
つ
け
た
ら
、

そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う

⑥�

ヒ
グ
マ
を
人
家
近
く
で
目
撃
し

た
と
き
や
、
作
物
な
ど
に
被
害

が
発
生
し
た
と
き
は
下
記
ま
で

報
告
を
お
願
い
し
ま
す

◯
ア
ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
ら

近
年
、
北
海
道
で
増
え
続
け
て

い
る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
農
作
物
か

ら
野
鳥
の
卵
ま
で
様
々
な
も
の
を

食
べ
る
厄
介
者
で
、
防
除
が
必
要

な
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
道
南
地
域
に
お
い

て
も
年
々
出
没
地
域
が
拡
大
し
て

お
り
、
農
作
物
や
地
域
の
自
然
を

守
る
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
内
に
お
い
て
も
生
息
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
17

頭
の
捕
獲
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
も
各
地
域
で
目
撃
情

報
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

ア
ラ
イ
グ
マ
を
発
見
し
た
際
は
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
農
林
課
林
業
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
２
０
３

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

の
年
間
予
定
に
つ
い
て

野
生
鳥
獣
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

《林野火災予防強調期間》
山の豊かな緑は貴重な財産
火災から守りましょう

４月10日㈭から５月20日㈫までは「林野火
災予防強調期間」です。

この時期は、空気が乾燥し、火災が発生し
やすい季節です。森林は一旦火災で失われる
と回復するまでには、多大なコストと年月を
要します。

山火事のほとんどは人間の不注意により起
きています。山菜取りや釣りなどで山に入る
時は、火の取り扱いに十分注意し、特にたば
この投げ捨ては絶対にやめましょう。

みんなで豊かな森の緑を山火事から守りま
しょう。
【問い合わせ先】
　農林課林業係　☎0137－62－2203

春の火災予防運動の実施
『火を消して 不安を消して つなぐ未来』

を統一標語に、全道春の火災予防運動が実施
されます。
【予防運動期間】４月20日㈰～30日㈬

この時期は非常に空気が乾燥し火災が発生
しやすくなっています。お出かけ前や就寝前
は特に、火の元には十分ご注意ください。

また、毎年野焼きを原因とする火災が多く
発生します。一般ゴミなどの廃棄物を屋外で
直接焼却することは、法律により禁止されて
いるので絶対に行わないでください。

なお、違法に野焼きを行った場合は処罰さ
れる可能性があります。
【問い合わせ先】
・八雲消防署予防課　☎0137－63－2686
・熊石消防署予防係　☎01398－2－3393

火
災
予
防
を
実
施
し
ま
す

火
災
予
防
を
実
施
し
ま
す
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話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
左

記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　

☎
０
１
３
７

−

64

−

２
１
１
１

　

E-M
ail

　

hoken@
tow

n.yakum
o.lg.jp

八
雲
町
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
委
員

子
ど
も
や
子
育
て
支
援
に
関
す

る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
の

審
議
や
、「
八
雲
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
進
捗
状

況
の
確
認
や
評
価
、
次
期
計
画
に

係
る
協
議
を
行
う
会
議
で
す
。

【
公
募
人
員
】
３
名

【
公
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
お
住
ま
い
で
、
４
月

１
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の
子
育

て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

【
任
期
】

　

２
年
間
（
７
月
１
日
～

令
和
９
年
６
月
30
日
）

【
報
酬
】

会
議
出
席
に
応
じ
、
日
額
６
千

円
（
八
雲
町
非
常
勤
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に

よ
る
）

【
開
催
予
定
】
年
３
回
程
度

【
公
募
期
限
】
５
月
８
日
㈭
ま
で

【
公
募
方
法
】

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

八
雲
町
育
成
牧
場

運
営
協
議
会

育
成
牧
場
の
適
正
か
つ
円
滑
な

管
理
運
営
に
向
け
た
検
討
を
行
う

協
議
会
で
す
。

【
日
時
】
４
月
16
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】
役
場
議
員
控
室

【
内
容
】

・�

令
和
６
年
度
の
運
営
状
況
に
つ

い
て

・�

令
和
７
年
度
の
運
営
方
針
に
つ

い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
農
業
振
興
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−
２
２
０
３

八
雲
町
地
域
自
立
支
援

協
議
会
委
員

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た

め
の
法
律
」
の
基
本
指
針
に
基
づ

き
、
八
雲
町
障
害
福
祉
計
画
の
進

行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
支
援
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
行

う
協
議
会
で
す
。

【
公
募
人
員
】
２
名
以
内

【
公
募
資
格
】

　

八
雲
町
に
お
住
い
で
、
４
月
１

日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の
方

【
任
期
】

　

２
年
間
（
令
和
７
年
４
月
～

令
和
９
年
３
月
）

【
報
酬
】
無
報
酬

【
開
催
予
定
】

　

年
２
～
３
回
程
度

【
公
募
期
限
】
４
月
25
日
㈮
ま
で

【
公
募
方
法
】

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
左

記
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係　

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

　

E-M
ail

　

jum
in@

tow
n.yakum

o.lg.jp

町
で
は
、
町
道
や
河
川
に
異
常

が
な
い
か
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
維
持
管
理
体
制
の
強

化
の
た
め
、
道
路
の
舗
装
や
側
溝

の
破
損
、
河
川
護
岸
の
損
傷
な
ど

を
発
見
し
た
場
合
は
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◯
八
雲
地
域

　

建
設
課
土
木
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
５

◯
熊
石
地
域

　

熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

会議を公開で
行います

町ＨＰ

委員の一部を
公募します

町ＨＰ

道
路
維
持
管
理
等
に
関

す
る
ご
協
力
の
お
願
い

令和６年度令和６年度

「統計八雲」発行のお知らせ「統計八雲」発行のお知らせ
２年ごとに作成している八雲町の人口・産

業・教育など様々な統計データをまとめた資
料、「統計八雲」最新版が完成しました。

町ＨＰから閲覧していただくか、図書館で
冊子版を閲覧できます。
【問い合わせ先】

政策推進課企画係　☎０１３７－６２－２３００
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※�

見
舞
金
の
支
給
に
は
、
こ
の
ほ

か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
町
民
・
事
業
者
の

皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
】

犯
罪
被
害
を
受
け
た
方
を
地
域

で
支
え
て
い
く
た
め
に
、
地
域
住

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・�

犯
罪
被
害
者
等
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
や
心
情
、二
次
的
被
害

（
風
評
被
害
や
誹
謗
中
傷
な
ど
）

防
止
に
つ
い
て
ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�
犯
罪
被
害
者
等
の
就
労
お
よ
び

勤
務
、
事
業
者
が
行
う
各
種
手

続
き
等
に
関
し
、
十
分
な
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
社
会
係　

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
、
適
切
な
環
境
を
等
し
く
確

保
す
る
た
め
、
第
３
期
八
雲
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
交
流　

み
ん
な
で

応
援　

み
ん
な
で
育
ち
愛　

子
育

て
の
ま
ち
八
雲
」
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

給
付
お
よ
び
地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
行
う
た
め
の
計
画
で
す
。

計
画
書
は
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
、
左
記
の
場
所
に
配
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
計
画
書
配
置
場
所
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係

・
熊
石
総
合
支
所

・
落
部
支
所

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
２

誰
も
が
、
あ
る
日
突
然
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
、
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
に
な
り
う
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

町
で
は
、犯
罪
被
害
者
等
支
援

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、「
八
雲

町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」を

制
定
し
ま
し
た
。

犯
罪
被
害
者
等
が
一
日
で
も
早

く
平
穏
な
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

【
主
な
支
援
の
内
容
】

・
相
談
お
よ
び
情
報
の
提
供

・
日
常
生
活
の
支
援

・
安
全
の
確
保

・�

町
民
・
事
業
者
等
の
理
解
の
促

進
・
見
舞
金
の
支
給　

【
見
舞
金
に
つ
い
て
】

◯
遺
族
見
舞
金

犯
罪
被
害
に
よ
り
死
亡
し
た
場

合
、
被
害
者
遺
族
を
対
象
に
30
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◯
傷
病
見
舞
金

犯
罪
被
害
に
よ
り
療
養
期
間
が

１
か
月
以
上
と
診
断
さ
れ
た
被
害

者
本
人
を
対
象
に
10
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
度
に
つ
い
て

「
第
３
期
八
雲
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

追加会員キャンペーン

●てんれいの会にご入会されている方が対象です●

ご入会以降、新たに同居された方・ご結婚・お子様が生まれた方

追加でご入会の場合
通常5,000円のところ

期間中

追加無料！
お気軽にお電話ください！

有限会社　典礼舎

TEL：0137-62-3533
FAX：0137-64-2651

〒049-3105　二海郡八雲町東雲町3-25

この機会に見直しをしませんか？
・以前入会したけど、誰まで記入しているのかを確認したい方
・旦那様、又は奥様のみのお名前でしか記入していなかった方
・自分がてんれいの会に入会しているかどうか　などなど

お電話またはご来店にて、現在の加入状況をお知らせいたします！

令和７年１２月３１日まで

〈
広
告
〉

Yakumo Public Relations Vol.23525



函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

【
日
時
】

　

４
月
11
日
㈮
、
25
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時（
相
談
30
分
）

※
予
約
制
・
先
着
順

　

当
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
新
た

な
受
付
が
な
い
場
合
は
終
了
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
０
１
３
８

−

41

−

０
２
３
２

INFORMATION
情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

お
知
ら
せ

町
へ
の
寄
附

○
大
西　

義
昭　

様（
神
奈
川
県
）

　

原
野�

５
２
５
㎡

日
曜
・
休
日
当
番
医

○
八
雲
総
合
病
院

　

４
月
６
日
、
13
日
、
20
日

　
　
　

27
日
、
29
日
、

　

５
月
３
日
、
４
日
、
５
日

　
　
　

６
日
、
11
日

　

☎
０
１
３
７

−

63

−
２
１
８
５

献
血
ひ
ま
わ
り
号

５
月
７
日
㈬

・
八
雲
町
役
場

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

相

談

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□�申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに４月15日（火）までに町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、

町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。
□申し込みの手続き、内見等で来庁される際は、事前にご連絡ください。

町営住宅入居者募集

団　　地　　名 建築年度募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

東町団地（東町289-18） S53 １ １棟６戸２階建 3DK 67.72㎡ 15,700円〜 22,200円 風呂場有

野田生団地（野田生463-1） S53 ３ １棟６戸２階建 3DK 63.86㎡ 12,600円 ～ 18,800円 風呂場有

【八雲地域】 ○問い合わせ先（建設課管理係　☎０１３７−６２−２１１５）

団　　地　　名 建築年度募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

折戸団地（熊石折戸町99-1） H14他 ３ １棟８戸２階建 2LＤＫ 59.31㎡ 16,000円～ 23,900円 ユニットバス

相沼団地（熊石相沼町29-3） S60他 ２ １棟４戸２階建 3LＤＫ 68.79㎡ 15,400円～ 22,900円 風呂場

根崎団地（熊石根崎町400-1）S57他 ３ １棟４戸２階建 3LＤＫ 68.79㎡ 14,200円～ 21,100円 風呂場

雲石団地（熊石雲石町243-1） H8他 ５ １棟10戸３階建 3LＤＫ 73.29㎡ 21,900円～ 32,700円 ユニットバス

【熊石地域】
公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

○問い合わせ先（熊石総合支所地域振興課　☎０１３９８－２－３１１１）

〈
広
告
〉

特
定
社
会
保
険
労
務
士

ナ
カ
ム
ラ
労
務
管
理
事
務
所

就
業
規
則
／
給
与
計
算
／
労
災
・
雇
用
保
険

http://w
w
w
.nakam

ura.jim
usyo.biz

八雲町本町 147-2
☎（0137）62 ̶2804
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町では、次のとおり正職員および会計年度任用職員を募集しています。応募資格など詳細については、
町ＨＰをご確認いただくか、問い合わせください。

区　分 勤務場所 職　　種 募集人数 申込期日

正 職 員

八雲町役場
土木技術職 １名 随時

水道技術職 １名 随時

八雲町公民館 社会教育主事 １名 随時
八雲町総合保健福祉施設
シルバープラザ 保健師 ２名 随時

会 計 年 度
任 用 職 員

八雲町総合保健福祉施設
シルバープラザ

パート訪問介護員
（ホームヘルパー） １名 随時

八雲町温水プール 管理人 １名 随時

八雲町公民館 管理人 １名 4月14日

熊石総合支所 一般事務（産業課） １名 4月14日

【問い合わせ先】
総務課人事厚生係　☎０１３７－６２－２１１１

総合病院では、次のとおり正職員および会計年度任用職員を募集しています。応募資格など詳細に
ついては、総合病院ＨＰをご確認いただくか、問い合わせください。

区　分 勤務場所 職　　種 募集人数 申込期日

正 職 員 八雲総合病院

看護師 若干名 随時

臨床心理士 １名 随時

管理栄養士 ２名 随時

臨床検査技師 １名 随時

会 計 年 度

任 用 職 員
八雲総合病院

看護師 若干名 随時

調理員 ２名 随時

医療事務員 若干名 随時

【問い合わせ先】
八雲総合病院庶務課庶務係　☎０１３７－６３－２１８５

職員を募集します職員を募集します

町
で
は
自
衛
官
募
集
案
内
等
の

た
め
法
令
に
基
づ
き
募
集
対
象
者

の
氏
名
・
住
所
な
ど
が
記
載
さ
れ

た
名
簿
を
自
衛
隊
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望

さ
れ
な
い
方
は
申
請
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
名
簿
か

ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

・�

平
成
16
年
４
月
２
日
～
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・�

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・�

平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成
24

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
１
３
７

−

６２

−

２
１
１
２

　

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

落
部
支
所

☎
０
１
３
７

−

67

−

２
２
３
１

自
衛
官
募
集
案
内
等
を

望
ま
な
い
方
へ
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仕
事
の
都
合
な
ど
で
、
役
場
の

業
務
時
間
内
に
来
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
、
日
中
に
電
話
で
予
約

す
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
や
休
日

に
証
明
書
を
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
電
話
予
約
で
き
る
証
明
書
】

①
住
民
記
録
関
係
証
明
書

◦
住
民
票
、
戸
籍
の
附
票

②
税
関
係
証
明
書

◦�

所
得
証
明
書
、
所
得
・（
非
）課

税
証
明
書
、（
非
）課
税
証
明
書
、

児
童
手
当
用
証
明
書

◦�

固
定
資
産
評
価
証
明
書
、
固
定

資
産
公
課
証
明
書
、
固
定
資
産

名
寄
台
帳
の
写
し

◦
納
税
証
明
書

【
電
話
予
約
の
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分
（
平
日
の
み
）

【
予
約
で
き
る
方
お
よ
び

証
明
書
を
受
け
取
る
方
】

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
の
方

※�

戸
籍
の
附
票
は
、
本
人
ま
た
は

同
一
戸
籍
の
方

【
受
け
取
り
に
必
要
な
も
の
】

　

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）、
手
数
料

町
で
は
、
産
業
の
担
い
手
や
移

住
定
住
者
の
確
保
を
目
的
に
、
新

た
に
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
ま

た
は
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ

た
方
が
、
町
内
の
事
業
所
に
正
規

雇
用
と
し
て
就
業
さ
れ
た
場
合
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
と
し

て
１
年
目
に
現
金
30
万
円
、
２
年

目
に
や
く
も
商
品
券
20
万
円
の
交

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
制
度
の
内
容
は
、
町
Ｈ

Ｐ
、
も
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課
労
政
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−
２
１
１
６

町
で
は
、起
業
支
援
お
よ
び
事

業
承
継
等
の
課
題
解
決
や
事
業
者

等
の
業
務
効
率
改
善
を
図
り
、町

の
中
小
企
業
お
よ
び
小
規
模
事
業

者
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、「
中

小
企
業
等
設
備
導
入
支
援
事
業
」

を
創
設
し
ま
し
た（
第
一
次
産
業

は
除
く
）。

申
請
受
付
期
間
は
４
月
18
日
㈮

～
５
月
23
日
㈮
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
を
希
望
す
る
方
は
、
八

雲
商
工
会
へ
応
募
書
類
を
提
出
し

認
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
事
業
の
内
容
は
町
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課
商
工
観
光
係

　

☎
０
１
３
７

−

62

−

２
１
１
６

【
証
明
書
を
受
け
取
る
場
所
と時間

】

①�

場
所（
予
約
先
で
の
受
け
取
り
）

・
本
庁
舎
夜
警
員
室

・
熊
石
総
合
支
所

②
時
間

・
平
日　

午
後
５
時
15
分
～

午
後
８
時

・
休
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時

【
そ
の
他
】

※�

落
部
支
所
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
予
約
と
受
け
取
り
は
本
庁

舎
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※�

受
け
取
り
に
来
る
予
定
日
の
７

日
前
か
ら
受
付
し
ま
す
。

※�

証
明
に
よ
っ
て
は
、
別
に
添
付

書
類
を
必
要
と
す
る
な
ど
対
応

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
の
際
に
ご
確
認

願
い
ま
す
。

※�

こ
の
電
話
予
約
の
ほ
か
郵
便
で

請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
請
求
方
法
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　

☎
０
１
３
７

−

６２

−

２
１
１
２

・�

財
務
課
住
民
税
係
、
資
産
税
係
、

納
税
係

　

☎
０
１
３
７

−

６２

−

２
１
１
４

・�

熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
、
地
域
振
興
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
就
職

奨
励
金
に
つ
い
て

電
話
予
約
で
住
民
票
や
税
の

証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す

～
町
内
で
正
規
雇
用
と
し
て

就
業
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ
～

「
中
小
企
業
等
設
備
導

入
支
援
事
業
」
の
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

町ＨＰ

日
中
窓
口
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
へ

令和６年度
ふるさと納税の状況

寄附件数�  105,691件
寄附金額 �1,766,579,633円

２月末現在（令和６年４月～令和７年２月分）

町ＨＰ
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八雲
地域

令和７年４月１日より、八雲町へ提出する請求書への押印が省略できるようになりました。また、
従来通りの押印がある請求書も提出可能です。
※請求書に訂正があった場合は、再提出になりますのでご了承ください。
【押印省略する場合の必要事項】
・発行責任者および担当者の氏名（フルネーム)、連絡先（電話番号）
※�発行責任者とは、代表取締役や支店長、所長など社内において請求権限の委任を受けた役職員の

こと。
※�担当者とは、取引に係る事務担当者のこと。発行責任者と担当者が同一の場合、連絡先のみ記載

で構いません。
【押印を省略した請求書の提出方法】※印字作成された請求書へ手書きでの追記はできません。
（1）郵送または持参の場合
（2）電子メールで提出の場合

・請求書の請求日は電子メール送信日と同一にしてください。
・請求書のファイルはＰＤＦ形式で提出してください。
・担当課の組織メールアドレスに提出してください。
【問い合わせ先】会計課会計係　☎０１３７－６２－２１１３

請求書への押印見直しについて

町ＨＰ

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理

手
数
料
の
納
付
申
告
を
し

手
数
料
の
納
付
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い

て
く
だ
さ
い

八
雲
町
の
ご
み
収
集
運
搬
を
利

用
す
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
町

条
例
に
基
づ
く
処
理
手
数
料
の
納

付
申
告
が
必
要
で
す
。

【
事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
は
】

事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
産

業
廃
棄
物
以
外
の
廃
棄
物
の
こ
と

で
、
各
事
業
所
で
生
活
環
境
保
全

上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
八
雲
町
で
は
家
庭
ご
み

の
収
集
・
処
理
に
支
障
に
な
ら
な

い
範
囲
で
事
業
系
一
般
廃
棄
物
の

収
集
・
処
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
納
付
申
告
の
対
象
事
業
所
】

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

あ
た
り
、
町
の
ご
み
収
集
運
搬
を

利
用
す
る
事
業
所
。

【
申
告
・
更
正
等
に
必
要
な
書
類
】

下
記
の
表
の
と
お
り
、
各
書
類

は
環
境
衛
生
係
の
窓
口
に
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申告・更正等必要な書類一覧

対象事業所 必要な書類の提出

①�町のごみ収集運搬を利用して事業系一般廃棄物の
処理を行う事業所 納付申告書と調査表を提出

②移転などにより人員、場所等に変更がある事業所 更正申請書と調査表を提出

③閉鎖等で手数料を支払う必要が無くなった事業所 消滅申請書を提出

廃棄物の分類フローチャート

廃 棄 物

産業廃棄物

一般廃棄物

家庭系一般廃棄物（家庭ごみ）

事業系一般廃棄物

【申請・問い合わせ先】環境水道課 環境衛生係　☎0137−63−2020　鯖0137−62−2120

Yakumo Public Relations Vol.23529



な
っ
た
場
合
に
は
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
て
最
期
ま
で
飼
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
０
２
０

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
１
３
９
８

−

２

−

３
１
１
１

・
渡
島
総
合
振
興
局
環
境
生
活
課

　

☎
０
１
３
８

−

47

−

９
４
３
９

北
海
道
で
は
、「
北
海
道
植
樹

の
日
・
育
樹
の
日
」の
普
及
啓
発

を
通
じ
て
、将
来
を
担
う
若
い
世

代
を
は
じ
め
と
す
る
道
民
の
森
林

づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、「
道
民
ひ
と
り
１
本

植
樹
・
育
樹
運
動
」の
目
標
と
す

る
５
０
０
万
本
の
植
樹
・
育
樹
活

動
を
全
道
に
定
着
さ
せ
る
取
組
を

各
地
で
行
っ
て
お
り
、令
和
７
年

度
は
植
林
の
歴
史
が
長
い
道
南
地

域
で
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

【
場
所
】

　

函
館
市
亀
田
中
野
町

「
北
海
道
立
道
南
四
季
の
杜
公
園
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

渡
島
総
合
振
興
局

　

産
業
振
興
部
林
務
課

　

☎
０
１
３
８

−

47

−

９
４
７
１

近
年
、
町
内
で
は
猫
の
放
し
飼

い
や
ふ
ん
尿
の
被
害
、
捨
て
猫
に

つ
い
て
、
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

猫
を
飼
う
際
は
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
責
任
を
も
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

①�

感
染
症
や
事
故
に
よ
る
死
亡
リ

ス
ク
を
な
く
す
る
た
め
、
猫
は

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

他
人
の
土
地
、
建
物
に
糞
尿
な

ど
で
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②�

外
飼
い
猫
や
飼
い
主
の
い
な
い

猫
が
住
み
つ
き
、
繁
殖
す
る
こ

と
で
被
害
が
拡
大
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
エ
サ
を
与

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③�

愛
護
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯

罪
で
す
。
飼
い
主
が
高
齢
や
病

気
、
多
頭
飼
育
の
た
め
に
猫
を

捨
て
る
こ
と
は
、
動
物
に
苦
痛

を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲

の
方
々
に
も
迷
惑
を
か
け
ま
す

の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

望
ま
な
い
繁
殖
を
し
な
い
よ
う

に
避
妊
去
勢
手
術
を
し
て
一
代

限
り
の
命
を
最
期
ま
で
責
任
を

持
っ
て
飼
う
か
、
飼
え
な
く

北
海
道
で
は
、
次
の
と
お
り

「
令
和
７
年
度
北
海
道
調
理
師
試

験
」
を
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
試
験
会
場
等
は
出
願
者

に
受
験
票
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
日
時
】
８
月
28
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
試
験
地
】
函
館
市

（�

八
雲
保
健
所
管
内
に
お
住
ま
い

の
方
）

【
試
験
科
目
お
よ
び
試
験
方
法
】

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学

お
よ
び
調
理
理
論
に
つ
い
て
の
筆

記
試
験

【
受
験
資
格
】

学
校
教
育
法
第
57
条
に
基
づ
く

高
等
学
校
入
学
資
格
を
有
す
る
者

で
あ
っ
て
、
学
校
・
病
院
・
社
会

福
祉
施
設
等
の
給
食
施
設
、
飲
食

店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う

ざ
い
製
造
業
、
複
合
型
そ
う
ざ
い

製
造
業
に
お
い
て
申
込
期
日
ま
で

に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事

し
た
者

【
受
験
願
書
受
付
】

５
月
７
日
㈬
か
ら
16
日
㈮
ま
で

に
最
寄
り
の
保
健
所
に
提
出
。

※�
願
書
用
紙
等
は
八
雲
保
健
所
お

よ
び
今
金
支
所
で
無
料
配
布
。

※�

調
理
師
業
務
経
歴
証
明
欄
を
職

場
に
記
入
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

【
受
験
手
数
料
】
６
，９
０
０
円

※
北
海
道
収
入
証
紙
に
よ
る

【
合
格
発
表
】
10
月
10
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
保
健
所

　

☎
０
１
３
７

−

63

−

２
１
６
８

〈
広
告
〉

猫
の
飼
い
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

〈
広
告
〉

第
75
回
北
海
道
植
樹
祭

の
開
催
に
つ
い
て

調
理
師
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

北
海
道
・
木
育
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

北海道ＨＰ
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YAKUMO
HOKKAIDO

４月22日はアースデイ
第26回

八雲町カーボンニュートラル推進協議会　☎０１３７－６２－２３００

世界や日本には「環境に関する日」がいくつか存在することを知っていますか？
毎年４月22日はアースデイです。アースデイは、「地球への関心をもち環境問題のことを考えて

行動する日」として1970年にアメリカで始まり、世界各地で環境に関するイベントや取り組みが行
われています。

この日は「これをしなければいけない」という決まったルールはありませんが、節電・節水を心
掛けたり、マイカー通勤から徒歩通勤に切り替えてみたりなど、地球環境のためにできることを考
え、身近なことから取り組んでみましょう。

～お知らせお知らせ～
気候変動対策への意識啓発を目的として、出前説明会に「地球温暖化について学ぼう！～気

候変動による影響/わたしたちにできる取り組み～」のテーマを設けました。
環境問題への理解を深め、今後どのような取り組みができるのかを一緒に考え

ましょう！
【申込先】政策推進課協働推進係　☎０１３７－６２－２３００ （出前説明会 町ＨＰ）

（出展：ゼロカーボン北海道チャレンジ）

北
海
道
の
初
夏
を
彩
る
「
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
の

審
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

演
舞
を
観
て
感
じ
た
『
感
動
』

が
審
査
基
準
の
た
め
、
特
別
な
技

術
や
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
活
動
場
所
】
札
幌
市
中
央
区

（
大
通
公
園
周
辺
）

【
定
員
】
１
８
０
人
程
度

※�

応
募
人
数
が
定
員
の
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

【
申
込
期
限
】
４
月
25
日
㈮

※�

申
込
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
実
行
委
員
会

　

☎
０
１
１

−

２
３
１

−

４
３
５
１

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
市
民
審
査
員

募
集
に
つ
い
て実行委員会ＨＰ
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ちょっと知ってね！総合病院
〜私たちの知識が、お役にたてれば嬉しいです〜

視能訓練士

藤
ふじや

谷　真
まき

記

アレルギー性結膜炎について
春や秋になると目のかゆみや充血、異物感（ゴロゴロ感）、目やに・涙目、まぶた

の腫れといった症状が現れます。特に目のかゆみが強いのが大きな特徴です。全国的
にはスギ花粉などが有名ですが、北海道ではシラカバ花粉が多いと言われています。
アレルギー性結膜炎には、花粉の飛ぶ季節など決まった季節のみに症状が現れる

季節性のものやダニ・ハウスダストなどが原因で一年中症状が続く通年性のものがあ
ります。
対処法としては、症状を抑える抗アレルギー性の目薬の使用や炎症が強い場合は

ステロイド剤の目薬を併用することもあります。花粉症の季節には外出時にゴーグル
やマスクを装用することで目の表面に飛び込んでくる花粉を減らすことができます。
症状のある方は眼科にご相談ください。

【問い合わせ先】八雲総合病院　眼科　☎０１３７－６３－２１８５

【災害から身を守るために！】
昨今は、地震・風水害等の災害が多く発生するなど、いつどこで災害が起きてもおかしくあ

りません。
災害は、「忘れた頃」ではなく、「忘れる前」にもやってくる時代になってきています。

 ～身を守る備えを～
①ハザードマップを確認しましょう。
　ハザードマップは、いろんな災害の被害想定などが記載されています。
　身を守る備えとして避難する場所や経路を家族で話し合っておきましょう。
②家庭内備蓄をしましょう。
　大規模災害では、必要な物資が不足し、すぐに届けることができない場合がありま
　す。水や食料など最低３日分～１週間分×人数を準備しておきましょう。

 ～災害に強いまちづくりを～
　自助（自分自身、家族）、共助（地域）、公助（役場、消防など）の繋がりが大切です。
　町民と行政が協力し地域一体となって災害に強いまちを目指しましょう。

☆�出前説明会などは、いつでも受付しております。町内会単位の訓練などにも積極的に参
加して地域が一体となるよう努めてまいりますので、皆さんと一緒に地域の防災力を高
めていきましょう。
　防災に関する質問などがありましたら、お気軽に問合せください。

【問い合わせ先】危機対策課防災係　☎０１３７－６２－２２２６

危機対策課の防災コラム  −第１号−

防災に関する事を多くの方に知ってもらうため、防災コラムを始めました。
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裁
判
所
の
Ｉ
Ｔ
化法

テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
　
弁
護
士
　
小
松
　
真
優

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

■�

今
回
は
、
裁
判
手
続
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
近
年
、
銀
行
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
通
帳
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
を
推
奨
す
る
よ
う
に
な
り
、
各
種
業
界

に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
大
い
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
流
れ
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
裁
判
所
も
例
外
で
は
な
く
、
時
代
の
流
れ
に
応
じ
て
、
手
続
を
一
部
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
行
え
る
よ
う
法
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
な
か
で
も
、
今

年
の
３
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
離
婚
な
ど
の
手
続
に
お
け
る
ウ
ェ
ブ
会
議
の
利
用
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■�

家
事
事
件
の
調
停
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ブ
会
議
の
利
用
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

離
婚
調
停
の
成
立
な
ど
、
最
終
的
な
局
面
に
お
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ
会
議
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
最
後
は
裁
判
所
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
、
裁
判
所
に
行
か

な
け
れ
ば
い
か
な
か
っ
た
時
代
に
比
べ
た
ら
、
だ
い
ぶ
進
歩
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
局

は
裁
判
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、
相
手
に
鉢
合
わ
せ
し
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
、
負
担
感
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
離
婚

が
調
停
で
終
わ
ら
ず
、
訴
訟
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
期
日
に
出
頭
す
る
必
要
が
あ
り
、

同
様
に
負
担
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■�

し
か
し
、
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
離
婚
調
停
の
成
立
の
場
面
で
も
、
ウ
ェ
ブ
会
議
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
人
事
訴
訟
（
離
婚
訴
訟
な
ど
）
に
お
い
て
も
、
ウ
ェ

ブ
会
議
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
後
ま
で
ウ
ェ
ブ
会

議
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
裁
判
所
で
相
手
と
鉢
合
わ
せ
る
よ
う
な
危
険
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■�

裁
判
所
の
手
続
も
ど
ん
ど
ん
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
離
婚
し
た
い
け
ど
、
自
分
た
ち
で
は
話
し
合
い
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う

よ
う
な
場
合
に
は
、
調
停
な
ど
の
裁
判
所
の
手
続
を
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
手
で
す
。

■�

さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
離
婚
の
相
談
な
ど
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
法
律
相
談
を
承
っ
て

お
り
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
充
た
す
方
で
あ
れ
ば
、
３
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談

を
承
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
事
前
予
約
制
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
相
談
予
約
の
お
電
話
は
、「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
０
５
０

−

３
３
８
３

−

８
３
６
６
）」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事

務
所
（
☎
０
５
０

−

３
３
８
３

−

５
５
６
３
）」
で
も
、
同
様
に
法
律
相
談
を
承
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

154

八雲警察署からお知らせ

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　☎０１３７－６４－２１１０

春の交通安全運動が４月６日（日）から４月15
日（火）の10日間実施されます。

安全運転と交通ルールをしっかり守り、交通事
故を防止しましょう！

春の交通安全運動の実施

自転車には、備付け錠のほか、丈夫なU字型錠
などで「ツーロック」をして盗難被害を防止しま
しょう。

また、万が一被害に遭ったときのために、自転
車の防犯登録をしましょう。

自転車には防犯登録と
ツーロックを！
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令和７年度「年金出張相談所」開設日および
「国民年金保険料学生納付特例制度」について

次回の年金相談は

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

ねんきんダイヤル　・請求手続きや届け出など	 ☎０５７０－０５－１１６５

函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）	 ☎０１３８－３１－９０８６　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）	 ※アナウンスに従いおかけください。

住民生活課社会係　・年金相談の受付など（役場窓口）	 ☎０１３７－６２－２１１２

みんなの年金ガイド知って

おきた
い

7月10日(木)です
完全予約制となりま

すので、希望の方は下
記役場窓口にて予約し
てください。

■令和７年度「年金出張相談所」開設日について
出張相談は、仕事の都合やその他の事情により、年金事務所へ相談・手続きに行くことが困難であ

る方のために、年５回実施している年金相談です。
年金相談では、将来受け取ることのできる年金受給見込額の試算、手続きが複雑な障害・遺族年金

の請求手続きの相談、その他年金に関する各種相談などを受け付けています。（相談内容の優先度に
よって、お断りする場合もあります）。

出張相談所の利用にあたっては、相談者一人ひとりの相談内容に合ったものとするため、「完全予
約制」となっています。予約状況によっては、次回以降の開設日のご案内となる場合がありますので、
相談を希望される場合は、お早めの予約をお願いします。
【令和７年度「年金出張相談所」開設日】
※５月８日㈭の受付は終了しました。

※�予約の際に、本人の基礎年金番号と配偶者の基礎年金番号を伺いますので、あらかじめ用意をして
おいてください。

※予約状況により、希望の日時を指定できないことがありますので、事前にご了承ください。

■「国民年金保険料学生納付特例制度」について
学生納付特例制度は、学生の方が、申請により国民年金保険料の納付が猶予される制度です。保険

料の納付が困難なときはそのままにせず、手続きを行いましょう。
提出にあたってはいつでも・どこでもスマートフォンで申請ができ、手続きの簡素化および迅速化

が見込めるマイナポータルを利用した電子申請をぜひご利用ください。電子申請による提出について
は日本年金機構ＨＰ「個人の方の電子申請（国民年金）」をご覧ください。
【手続きの方法】
・�令和６年度の学生納付特例の承認を受けた方で、令和７年度も在学予定であり、令和６年度分を２

月中旬までに手続きされた方は４月上旬に、２月下旬以降に手続きされた方は６月上旬に再申請の
用紙が日本年金機構から送付されますので、引き続き学生納付特例を希望する場合は、必要事項を
記入の上、返送してください。
・�上記以外の方（令和７年度中に20歳になる方、すでに20歳になっているが令和６年度は学生納付特

例の手続きをしなかった方など）は、役場または各支所、年金事務所にて受付けています。
＜必要なもの＞
①基礎年金番号または個人番号が分かるもの
②�窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証など写真付き公的証明書なら１つ、保険証など写真無し

のものなら２つ）
③学生証のコピーまたは在学証明書の原本

7月10日㈭ ９月４日㈭
11月6日㈭ 令和８年３月５日㈭
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域
の
教
育
力
向
上
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
に
「
八
雲
町
人
材
バ
ン
ク

登
録
一
覧
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

八
雲
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
誰
で
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
団
体
や
企
業
、
学

校
、
町
内
会
な
ど
、
幅
広
く
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
書
道
や
裁
縫
、
も
の

づ
く
り
を
教
え
る
こ
と
が
で
き

る
」「
戦
時
中
の
暮
ら
し
な
ど
を

次
世
代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
」
な
ど
、
地
域
の
学
習
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
（
人
材
バ

ン
ク
に
登
録
い
た
だ
け
る
方
）
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
雲
町
地
域
教
育
力
活
性
化
推

進
協
議
会
（
社
会
教
育
課
内
）

本
プ
ラ
ン
は
、
令
和
７
年
度
か

ら
令
和
16
年
度
の
10
年
を
推
進
期

八
雲
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

委
員
会
で
は
、
花
と
緑
の
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

１
年
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

駅
前
花
壇
整
備
の
ほ
か
、
花
壇

づ
く
り
研
修
会
の
実
施
な
ど
、
花

と
緑
に
関
す
る
活
動
へ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

八
雲
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

委
員
会
（
八
雲
町
公
民
館
内
）

八
雲
町
地
域
教
育
力
活
性
化
推

進
協
議
会
で
は
、
様
々
な
ス
キ
ル

を
持
ち
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
個
人
や
団
体
の
情
報
を
集
約

し
、
町
内
の
学
校
や
団
体
に
広
く

公
開
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
地

教
育
委
員
会
だ
よ
り

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　

☎
０
１
３
７

－

６３

－

３
１
３
１

間
と
し
、〝
す
べ
て
の
町
民
が
自

ら
の
意
志
で
、
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
多
様
性
が
輝
く
ま
ち
づ

く
り
〟
を
目
指
し
て
策
定
し
ま
し

た
。こ

の
プ
ラ
ン
は
、
各
公
共
施
設

（
役
場
、
公
民
館
、
シ
ル
バ
ー
プ

ラ
ザ
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
、
く
ま
い
し
館
）
へ
配
置
し

て
い
る
ほ
か
、
町
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課

八
雲
町
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
委
員
会
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す

公文式 八雲小学校前１６８教室

指導者／森 ℡0137-68-2728

お気軽に
お問合せください

い ろ は

教室日 書写教室

水曜
13:00～18:00

月曜・木曜
13:30～19:30

5/11～5/31

5/1～5/31

期間中、3回まで
体験ができます。

期間中、2回まで
どんなもんだい 5月
体験学習ができます。

教室日・時間 詳細はHPから

算数・数学
英 語
国 語

書 写 教 室
ペン習字
かきかた
毛 筆

年齢・性別・世代を問わずに学べるの
が公文式学習の特長です。
一緒に楽しく学んでみませんか。

予告 :5月無料体験

〈
広
告
〉

八
雲
町
人
材
バ
ン
ク
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

八
雲
町
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
プ
ラ
ン
（
第
３
次
八

雲
町
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
）
に
つ
い
て

町ＨＰ
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図書館に行こう外 ─ ふらり1冊、情報ステーション ─ 図
書
館
だ
よ
り

本の返却は、どちらでも受付します

■八雲町立図書館　　　☎０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】午前１０時～午後６時
　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時まで
　【休 館 日】月曜日､祝日､年末年始
■熊石総合支所図書室　☎０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】土・日曜日､祝日､年末年始

◎�図書館のＨＰでは、毎週入る新刊のお知らせや、イベントの案内など、様々な情報を随時
発信しております。右記二次元コードからぜひアクセスしてみてください！
◎�『やくも朗読サークル』の方々が「広報やくも」、北海道新聞「卓上四季」「いずみ」を�
吹き込みした「朗読CD」を貸し出ししています。ぜひご利用ください。 （図書館HP）

司書のオススメ本

「
姿
勢
の
ゆ
が
み
図
鑑
」

柴し
ば　

雅ま
さ
ひ
と仁
・
林は
や
し　

慧け
い
す
け亮

家
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時
や
、
ス

マ
ホ
を
見
て
い
る
時
な
ど
、
つ
い
つ
い
同
じ
姿
勢
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
ど
ん
な
姿
勢
で
も
長
時
間
続
け
ば
、
筋
肉
に
偏
り
が
生
じ
て
「
姿

勢
の
ゆ
が
み
」
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
そ
う
。「
姿
勢
の
ゆ
が
み
」

は
、
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
本
で

は
、
隙
間
時
間
に
簡
単
に
取
り
組
め
る
、
身
体
が
少
し
ラ
ク
に
な
る
ス

ト
レ
ッ
チ
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
。
姿
勢
の
ゆ
が
み
を
リ
セ
ッ
ト

し
て
、
新
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！

図書館行事がない場合、講演・説明会・研修等の会
場として、団体などでもご利用いただけます。利用を
希望される方は、お気軽にご相談ください。
（有料。但し使用内容により減額あり｡）

「視聴覚ホール」のご利用について

３
月
１
日
㈯

「
ロ
ビ
ー
朗
読
会
」
の
様
子

◎
子
ど
も
向
け
行
事

・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
」

・
４
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
30
分

・
４
月
24
日
㈭　

午
後
２
時
30
分

・
５
月
14
日
㈬　

午
前
10
時
30
分

・
こ
う
さ
く
会�

（
定
員
15
名
）

「
そ
う
が
ん
き
ょ
う
を
つ
く
ろ
う｣

・
４
月
12
日
㈯　

午
後
2
時

・
ど
う
わ
の
日

「
童
話
サ
ー
ク
ル
ぴ
い
た
あ
ぱ
ん｣

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
。

　

４
月
19
日
㈯　

午
後
2
時

◎
映
画
会(

視
聴
覚
ホ
ー
ル)

・
児
童
向
け

『
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ペ

う
た
お
う
、
あ
そ
ぼ
う
編
』

　

４
月
12
日
㈯　

午
後
1
時　

・
一
般
向
け

『
お
い
し
い
給
食
』

　

４
月
26
日
㈯　

午
後
2
時

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　

生
後
９
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵

本
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
八
雲
地
域

　

４
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
9
か
月
相
談
）

【開催期間】４月15日㈫～５月11日㈰
【時　　間】図書館の開館時間中
【場　　所】図書館エントランスホール
家庭で読み終えた本や、不用となった本はあり

ませんか？
先月に引き続き、４月20日㈰まで古本を募集し

ています。
※�なお、破損本・汚損本・マンガ、図書館などで
除籍された本は募集しておりません。

◦臨時開館のお知らせ◦
・４月29日（火・昭和の日）
・５月３日（土・憲法記念日）
・５月６日（火・振替休日）
午前10時から午後５時まで祝日開館いたしま

す。ぜひご来館下さい。

古本市のお知らせ
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スポーツをしよう外 ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

【各事業の申し込みは総合体育館まで】
■八雲町総合体育館　☎０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】午前9時～午後９時　　　
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】月曜日、年末年始
　　　※月曜日が祝祭日の場合は、祝祭日
　　　　明けの平日が休館日となります。
■熊石教育事務所　　☎01398－2－3111

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

【
総
合
体
育
館
】

◎
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

イ
ン
ド
ア
研
修
大
会

【
日
時
】
４
月
13
日
㈰　

終
日

◎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
結
団
式

【
日
時
】
４
月
26
日
㈯午

後
１
時
～

◎�

八
雲
ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ

　

�

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

【
日
時
】
４
月
６
日
㈰　

終
日

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

道
南
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

【
日
時
】

　

５
月
３
日（
土
・
祝
）～
４
日
㈰

午
前
９
時
～

☆
体
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

５
月
か
ら
温
水
プ
ー
ル
の
開
館

日
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
開
館
日
】

・
火
曜
日
～
金
曜
日

　

午
後
２
時
～
８
時
30
分

※
休
館
時
間　

午
後
５
時
～
６
時

・
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
５
時

【
休
館
日
】
日
曜
日
、
月
曜
日

☆
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

◎�

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社

「
み
ん
な
の
健
活
ヨ
ガ
」

【
日
時
】
５
月
14
日
㈬

・
受
付　

午
後
６
時
30
分

・
開
始　

午
後
７
時

【
会
場
】
総
合
体
育
館
小
体
育
室

【
定
員
】
60
名

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
期
限
】
５
月
８
日
㈭

【
申
込
方
法
】

　

総
合
体
育
館
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

※
日
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で

※
月
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で

※�
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

【
必
要
な
も
の
】

・
運
動
に
適
し
た
服
装

・
必
要
に
応
じ
て
飲
料

※�

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
は
会
場
に
て
用
意

し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

種　　　目 募集対象 活　動　曜　日 代表指導者

八

雲

地

域

柔道

小１～高３

水・金・土 柏原　磨徳

剣道 火・木・土 阿部　雄一

空手 水・金 古澤　新一

陸上
小３～小６

火・木・土 古村　　光

バレーボール 火・木・金・土 保原　岳人

野球

小１～小６

火・水・金・土・日 仁木　　卓

サッカー 火・木 菊地　満彦

ミニバスケットボール 月・水・金 古澤　徹也

卓球
小１～中３

水・木・土 服部　朋晃

スキー （夏）水（冬）月・水・金 片倉　　匠
熊石
地域 相沼空手 小１～高３ 月・火・金 田村　　旭

※活動日・募集対象は「予定」です。詳しくは各事務局までご確認ください。

◆八雲地域　八雲町スポーツ少年団本部事務局（総合体育館内）� ☎０１３７－６２－２１４１
◆熊石地域　熊石スポーツ少年団事務局（熊石教育事務所内）� ☎０１３９８－２－３１１１
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世帯と人口
前月対比

■ 男 	   7,212人（　  29人）
■ 女 	   7,302人（ー  10人）
■合計	 14,514人（　  19人）
■世帯	   7,979戸（　  20戸）

２月末日現在住民基本台帳調べ

健　康　メ　モ戸
籍
の
窓

届
出
期
間

令
和
７
年
２
月
６
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
５
日
ま
で

◆
乳
幼
児
・
母
子
関
係

内　　容
日　　　程 受付

時間 会　　　　場
４月 ５月

３ か 月 健 診 16日（水）28日（水） 12：30

シ ル バ ー プ ラ ザ

６ か 月 相 談 ８日（火）13日（火） ９：15
９か月・乳児相談 ８日（火）13日（火） ９：45
１ 歳 児 相 談 ９日（水）14日（水） ９：15
１歳６か月健診 23日（水）７日（水） 12：15
３ 歳 児 健 診 16日（水）28日（水） 13：00
５ 歳 児 健 診 23日（水）７日（水） 13：15
歯科検診・フッ素塗布 ９日（水）

要予約
ほっとママの会 11日（金）16日（金）

母 親 学 級
11日（金）15日（木）

離 乳 食 教 室 20日（火）

◆
予
防
接
種

ロ タ
16日（水）７日（水）

要予約 シ ル バ ー プ ラ ザ
23日（水）28日（水）

BCG・水痘・MR（麻疹・風疹） ８日（火）13日（火）
二 種 混 合 ８日（木）
日 本 脳 炎 10日（木）15日（木）
ＭＲ（麻疹・風疹）2期

◇下記参照
要予約
13：30

※小学生
以上は
13：45

熊 石 国 保 病 院日 本 脳 炎
二 種 混 合

※�予防接種は、原則予約制としており、予約なしの場合ワクチン
確保の関係上接種を受けられない場合がありますのでご了承く
ださい。

※�健診や予防接種の際、お子さんやご家族の方に発熱や下痢、ひ
どい咳等、体調不良の場合は事前にご相談ください。２週間以
内の体調不良は日程を延期していただく場合があります。

※�八雲総合病院で毎週月曜日に実施しているヒブ・肺炎球菌・五
種混合（四種混合）・B 型肝炎予防接種の日程は二次元コード
をご参照ください。

※�令和 7 年度より、町外予防接種実施医療機関にて個別接種が可
能になります。詳細は、二次元コードをご参照ください。

◇�熊石国保病院で実施する予防接種につきましては、4 ～ 7 月ま
でお休みです。次回の接種日程は 8 月を予定しております。接
種対象者には個別に通知致します。

【問い合わせ先】保 健 福 祉 課
☎０１３７－６４－２１１１

　　　　　　　 住民サービス課
☎０１３９８－２－３１１１

精神保健専門相談 10日（木） 13：30 八 雲 保 健 所

※�精神保健相談は、予約が必要です。希望する方は、実施日の前
の週の金曜日までに八雲保健所までご連絡ください。

【問い合わせ先】八 雲 保 健 所
☎０１３７－６３－２１６８

この広報の製作費は、１部あたり106.4円です。

広報やくも広告募集中
①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　………………… 月額（町内業者）20,950円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　………………… 月額（町内業者）10,470円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　………………… 月額（町内業者）5,230円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　………………… 月額（町内業者）1,570円
詳しくは、政策推進課協働推進係まで

町ＨＰ

38広報 4月号やくも


